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I B I 数種の核種κbける(n .2n)反応の断面積

東北 大・理 塩川孝信 八木益男 o鍛冶東海

1. 東芝 NT-2日型，コックロットウ方ルト Y型中性子発生装置を用いて. 1 4. 1 MeV中性子Kよる 19F・，

64Zn ， 107Ag ， 四 Ba • 問。e ， 141Pr 左どの核種の (n • 2 n )反応の断面積を求めるとともに，上記核穫

の中の一部Kついては.，五 5- ， 4.8 MeV中性子Kよる(n • 2 n )反応の励起関数を求めた.

2. 実験法:中性子発生は，三重水素 Fーグットを加速重傷子( 1 0日-180KV)で衝撃して主?となった.

照射試料は妨害核反応の少い化学形でかつ高純度物質をえらび，その約 1~をポリエチレンカプセル K いれ，

重陽子ピーム方向に対して 450• 9日。，なよび 13 50 で三重水素 F ーグットの中心より，それぞれ距灘 4閣

の位置K沿いた.

中性子モニタリングは，プラスチックシンチレ四ター(スチレン系)と三重水素ターグット冷却水~i?け

る町(n.p)'匂(7.3 5秒)の G.M. 計数を利用し重陽子ビームの収数状態を変化させるととによって照射中

その中性子線東密度を :¥:5%以内肱維持した.

試料照射位置~i?ける中性子線東密度の担Ij定は，重陽子ビーム方向 K対する同角度の円周上K照射試料と

その左右K鏑 (3日分以内照射の場合)またはテアロン(3日分以上の照射の場合)を b き，それぞれ生成

する 62CU (呪 7 3 分)会よぴ I~F ( 1 1 2 分}の陽電子消滅ガ~""線を測定してその平均値から試料照射位

置~i?ける中性子線東密度を求めた.

試料の照射時間は，目的生成核穫の半減期の 1- 2倍程度『亡した.

生成核種の放射能の測定は， 1'{'X 2" 井戸重量 Na I ジンチレ -~ーを T.M.C. 256区分波高分析器K接

続して訟と在った.また生成放射能の絶対測定は陽電子接変核種の場合は 22Na • 137"':sa の場合は 13708標準

線源を，その他の場合は上記γyチレーターのそれぞれのエネルギ -~かける計数効率を実演l して求め，そ

の関係曲線を利用して bζ 怠った.

3". 結果:以上のよう K して 14. 1 MeV 中性子K よる種々の核種~i?ける (n.2n) 反応の断面積が第 1

表 K示すよう Kえられた.また可，“Zn • lD7Ag . "~a .川口e i?よぴ 1.'Pr ~ついてえられた 1 3.5-

1 4.8 l.!eV中性子K よる(n • 2n )反応の励起関数を第 1 図~示した.
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I B 2 ↑4 門eV'宇l院予による仰CEluufsqmCt 反応断面#~~7~1 て

甲南KJ里 o 目下諌，せ芳成ノ嘉回鉱ì~あi 1II長雄

叫MeV中粧予にま 5諾鐘元素の核謝礼強定Z末、'fJ"5府交中1 ゼリヴムに半減期防妙の放
射性核鐘の顕著な 1主~'~~'認められた。 ご片れtりiはま 140Ce(肌札札，2n牝引，13日倒3Q"，で'Ce 反応KXるビ覧!、紛れる。

1，0 x IO
s 
n， 0JtÏ~ sc:ël の中枇吾東で・ 10 1J"問中性き照射 L 記r-~‘その放射能生成残度低限射直後に

あ‘"て 1q 8 0仰 per1 sr dCllent (持戸型NoJ予〉今レーター (1%""2"，%'・'，，1)fi附 II)K.):~ ，gどがY

可戸線剃定法)であ?に〉ズに互の裁反高l断面積ηlf.出に闘する安駿結果宣教信すれ

i )仰Ce(1，T.， 0丸山v)d)計数初キ

ηs-imBa系の 4正かスフロー計数法に!;，絶対 7WI定法 r~ ら山〈後記の ill 2f放射イく>f令
官住3去に Jl)t毒化問削Bo.(2.6m.. IJ.， 0，662門eV)! I有y)て剰史した井戸空NIlIラシ今レーヲーKl

3計数劫孝123加古)11値より‘仰[eの告十数劫李主 21.8見であるピ堆更し定。
ii)同 (e(礼2njlSQ"， (eの反和断面鰭

工記の諸デ'-9ーを同ωて算出l.1そ疋席l酌面積は 3Q7:t30仙であ?花。首お照射K用vllで

中位ラエ主1レギーは14，QMeVである。
iiiJ情νs可aれ 1)m~誌の遅i重放射げイ?鯵去
ナヲス 71ルヲー (NO.3，10.5l1!lIx40品川内K袴酸1'¥白 IIヴム涜澱(B乱(104ヒして 2351119)を収め，

そのL受戒"E.0.1門鯵磁力リ来1.5'011 t 1 ~。を K にぺs 71<..ヨ在来0.11111(0.21"0 ~加え， よえ かき

ま也‘たのち吸ヲiぅri!lずる。之の際ヲ・ヲスフ-1'I! g- 友リうF来~~'出柑約た工事よ 1) .出終る

までの筒問主計附するパその尚南!Tr:する J出終〉党府間S1)サニのストヮ 70ウfァサ

主ス9-トきす。(そ択による計荷主アピする.)そして 0.1N {I参政力リ来 3mi ~ 7~8静にIitげ
て舟澱i 洗滅すれ*-滅後直ち l~ チラス Î 1 )!.-!J戸主}ますし、その放射能E丹戸型NnI7:.-
今レ-1 -にて~1JI1 >可 -~è事l定J."，その浦表ち追跡九千 o W奇の '37MBtlの故射能布、よド

波射1'(誉回it友li1(める。言験結集1::; :Kほ、T""lト20sec(手的 17.qα:d 1:、あり，ャ=0 のEぎ

の町一haの波射f(苧岡純設は QQ.B5拡以工とめ， r~ 。おわ‘その身被収孝 1;): 平均 QS.03 %であ ，((0 

tJお、T'==OU寺K計げる mwha窒の吋sピ赦射平衡にわるそ η問、ι菅1:;対する tt孝lu，支のよう

にしてホ:めた。
71'遁何回7CS萱: N;=N;(1-苧)

N~: 実験K 用 v) r~ 目7Cs量J
γ: ;t~ì重責(制ヤ~et)

t :井JM中内附聞 (sec)1 す:3fli直前ρ滞戎量(mlJ

?FiM.車両酬1311.量: dN:' 苛ニ=叫ん xO.Q2 -N;o.入ι ・ (2) 

入Cs
:日7CS の燦~把数， 加 :1吉T"BII.Ol嬢変定数

lIJ貨を(引先に吋入し J (21:iV"s綾Iff-~ J N~"^-Cs'O.q2 '" N;.入血なる1劇ヰ主代入し整理す火 i士、〉文
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式、iJ¥'うじらオtt。
長官十九!1_e-~84T) ...，.... (3) 

ivJそのほかの救民和断面積にフレlて
f36Bo.(肌れκυ}2n乱川川げ)15戸?悶肝仰5ロ附7而mB臥止 :ν1 

吋b(叫処n}2n川j戸叫酬酬E印b:ゾ1仰可吉血の言計T敬初寺より f?6仰附R郎b(り1.0m，1.工1:， 0.56門ξdωVρ}i!J争祈f数刻牢主挫巨し P ぜ

の世主主宣(25引より 3 核反品1動面積 240土30lI1b ~\' t :J1ぎ叔た。

QO zy.(n，2n)M"zy : 1;7.弘の計数刻孝江り，句y144m) 1T.ノ q3%I 0.588 HeV) の討数初幸主誰定

~ I 更の推定値(22引より，松良市1断面鰭 qO士30初bD~' j:出?拭た。
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183 千|レ|レの連中性ま照射lこよる短寿命牧雄の分偽と確認，

日卒i!予方1if宜昨
7~寸7イ Y卜 7'研修世「 。鈴 木住枝 村主任、紀点佳

千 lレ lレを q ーゲットとして造中 '1生予を照射す~ :l.ω1:応ミ 3枝尽Ji'0Il (悦.p )， (η・氏

) ， (孔・a.) lヌ;t.か広二リ(礼・2悦) ~ (仇.r )五島なと、もおこる。ごホ勺の反応 1-:.Jリ

ヨn むのレ1くつかの放射性校後がで・きるが:れらの中に 11"S e a b 0 ド8の来て“Dヲラ

スに属するものげ多くあり. ~ f-."きわめて碕完の命士宮か大き ω。そこで百に連中性ラをあ

て(1'{しp) (γL・孔)むピーの尽j訟で生献し巨 Sb.Sn の分島左お二号 ~j 二れらを確認す

ると控{て紘尽iE断面積の剃定亙企図し汽例入 iポ ちb 1 q・0土 0・2'YfOiHt， 1 2.. 5 1.. 0， 2. 

州， Eちb q '3・4主 1.マh， J "3 ・~ 1土0・0ワda守ri28Sb l D、|土0・之恥ム， 'il・ q土0・1ん

) r2~Sb 4-・ 24 i. 0・t0 n. I 白。Sb 3ワ主 3相IM (I‘ D 1.ト E 刷みの~<である。 It2 Sb

を;史め 15iをいより令直確認をててろみた。

理寿命ヒ倦産主れる l碍 Sb"8短時前に令色するIii長|てっき方 6間放射Aじ吟討請合に釘 IIて

棒討し f三倍専を干号車し fプζく 決議長法 .5事蝶}i)忠;長与ど‘のやでジイソ 70 0to iしヱー〒lレ

じよる-t泡力、・1もより%のタ南 l亡すぐ‘れて¥¥る二 ζかトレーサー索肢の結果わかった. lか

し 空?官車恥lに之R坦更財し有 3試主a料料lιtづき紛忠'令血左お士 f咋干づRとごろ iてα才i法圭で(は古 l@め才扮勤品弘土

てで、 0ふ、 I01，や。{也主台官、かか‘、1i瓦の i浪良入の品 3ごとカ

， s{~ の lハ\\:) ゲ、〉錯塩左和剃)即T宵ぢ奇?甘5)恋長E核許lf=. .抽土血包;港芸t喋手草.と Lて. べシゼゼ、ン. ワロロホ

iしム，四塩化提奪事時 u ど、のように持行寸るかZ摘だ柱。その結皐 3仇[手ヨウを錯塩乙

していずれのうを嬉 lてtJq 5 .;.以上油自己主;t\~炉、 {切の 1¥口ゲ、ン錯塩1:'ついては土¥'/。の泊

也キであゥ 1三。また Sb，Tel志IIずれのハロケh ン錆塩(:づレiでじ油也 1itlなかっ匹。したか‘

って S札¥1~く合龍主れる方法とはなるか，ちbζT主の会員の目的は県立れな首、 I Iミ。

で三で有機、j著守 iで浪人寸る7'1しlしき除く自的てい求。〉方法主試針長。

ジイツア IJto 1レ工一千 jし種主 IN， N H.. 0 HでSb色i生抽出 Lf-のち、水管左右友蹴酪i主

ζ してな歪鳩障で花を還元し.ロ遣す e.この方[去によると~を史全に r;f，くミとはでを 3

か・ Sbめ-gyもTe中1:没入す 3・その量 It釘よそ(0 "'-' I 1 1，・程患で‘あ~ 0 テーゲツトと

しては二酸化子 lしiしの粉末を叩¥¥1'をや性ラ思針後，二れ 1:~悦， Sb のキヤ 1)γ- ð:加えた

サ量の王えくいと h‘し， I}とλ{."車乞阻ちかくし 小2N HcR.にして ジイソ 7"ロピ iし工一

千 lしで泊血 Lて，上述のごとく9，!.ti書する。

連中4生ヲ穏と Lてl主Teメa.s Nu.c!e乱 r-*主車中 '1'全守発生装置( 1 0 d k e v， 

中嶋3束藍産約 10η 帆/ば//Il.t)乙 JR.R-(l乃買j主管にて力ド、ミニウム搭(J写主 d、5m侃

)を聞い速や‘佳ま(6λ10'・1'1.1ば /fJAC )を利用し ι。

9ーゲ、ソト i工 Itq '1 . q II q 1 0;'。の手ルlレ斡キヌはこれよりつくった二時代 7"1レル吉信 νiiて3

照射時陶 i守 I5 '" "3 0 分向主用 l¥ておこな ω.ます・短斉命の Sb.吉引の分前をこ:ろ h己.
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t-sSbについては紘1r京生成物として分島きれたむのについての報吉 jJ¥"ある・ LかL信頼

主i1S e a b 0 r gの棄で l古Dクラスであり.向題の事 L)::と乃γうかが‘える・ L1J、しーそ

の記京に手れ If 0‘3 1 4 } 0・ヮ 4 0ノ 0・マ(;， 0‘q I M.Qvのド線がある・これらのキ

で花や他の生成格維1:妨事主れないものとして 0・3I 4-門前をえらび‘ ごれを 256ナ

Yン;t-1レ )flしスハイトアナライザ‘ーによりおい乃、 iIたヒ:ろ‘'1.8'Ii， I 6 'I)の宇 L寂期

をえ ι。これ l古田Sbの文献{直 1 0‘'3} 10， 10・ワ mなどと一散す 3・しかし さea.-

b 0 r g の~で iF ・ごの i事かに後襲、l生体とみられ? ( L h、し，その記載、11:Ij:しlか)守、 6h 

， q. 7 h.の宇活者韓日の附Sbか川っている・そ:了、‘この埠1¥良をごごろみ粍か‘ Jtつからなかっ ι
すなわち.滞'1定期始偽，十数分たち， ta寿命の I0 1yl.の核筏が、弱くなって力、う如是き=こ

ろ件f=:_/)，'長寿命の開 Sbめ生庶 iす確認できなかった。おそうくはじめのアワヂィウVヂィが弱く

この長寿命のものか'翻湧IJでき存かったものと寿えられ音。

なが同じよう仁 116Teから主改bγ推住えれる円。Sb(小 i 帆~ I 0帆 3 と3:3悦> '" 0仇〉

で‘あるか.ごれ 11Sea.b0 Y' g の~\て 11'放射線の託事宮市、全くなく確認、の L ょうか情なしj ・

そ:でおのフラワ乙ョンに 7~・ミらにで~~の臭 1: っき枝討をつづ‘けている。
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184 ~.'1レコニヴムのま中性手照射 1:' 主る(冗 ， 1コ) (11，φ)反応'の枚iJ.A-
断面積の援IJ史

J573ff拐すイ附 o -回彬付子 キすよ也、tc京佐

~H ( d.. n ) ~He反応， 1τ よ奇 14- MeV町中性手を 1司いジ、}レコニウム'7-γ1・7 ト1::照射する E

さ. 下表の寸口を生成物 iJ~' }考えられる。照射的聞を程々ーかえて(/01J' - 60砂)生 Eそ物を j観察

L甫寝曲線主つくるヒミこオLうのやで'ポ線t_1重工“こ Lた核種ので'きるご LiJ、、わか勺た。こ

れちの中 l乙 1;1半 i成樹ぞ放射繰りはイ貨のあきら d、でな、、ものが S .eι.fr~t の表に手重令みられる@

またこれ!うの(九 .p)，(n，(}.)&'んのよ主ffi..f.>;;断面積の測定イiiもない。(n， d.. ) . 

または(九 I P九)&. r.G'につけ l 1;1:勿論測定値れない。 可ご τ、これらの点、在日Hらかにする

目的で本朗、えをはじめた。 この線に沿い等 G@枚射イヒ誉討論会に合けてジ 1レコニウム?ー

ケゾトよ')$r， Yの放射イじ挙的分離去を穆骨 1:'検討し τぞ表 L た。また日本イヒ f手会第 16年

令 lτ ぁ、、iて93Sr WSr を'IJ'離 L、 有の半減朔 t永‘めたものを存在表 L色。 こrllうの結果 K =b 'L 

l' 

、、J‘‘ 

1レ
コ
ーー
、7
ム

Zrの/4MeVによる枝氏長生成、物 つい主づき"のような方法によ?Sr l:: Y 

生成‘核種 (n; p) (丸ノ r:f.) 

官萱教イミイまTh〆¥ Y Sr 
90 '5/、与 主Q 64.31L '67W2，80え

守/ //， 3 主1 5苛d. ~8 守定

?2 1'7、//
守2 3，6，t! 89 5斗d

?4 17.、40 笠 11m.. 一9/ Cf.G7A.. 

7G 2，80 
<t6 

一一一?斗ーー ，/3 (7.、4胃'1.)

(n， d..) 
Y 

'69 $)主

'l2__ 64. 3 A_ 

-引~ 58〆
2三 !lA 
9!i 10'5m.. 

主分離した。

ゲーケヘソト 'L Lτ1-;1'.短寿命の 4の

の場念 1;1民事tしたジ lレコニウム y仏政

化物。紛点在、また長寿命の t場合 I~

シルコニヴムシートを~ -ケ“ヴトヒ

Lて用い?と。 ー定時間照射後フ、ソイヒ

水素自主 4門ビ刃向酸 2門のよ昆沿洛決1:'

ヒか(;.ヌト lコン争ウム，ィ、ソト 7 ウムのキヤリ了ーマ~( '(" ~ ( 20η， /01lf#を加える o "溶解

後生成、 l-tと i究)~去を丞)5E， ~殿~ / N‘H F 1::てう先方後退:ぅ史 L、 こ>¥¥~ホケ政組和落うえ 3 -nJ ， 

厄当面支 2m}の湿混k-洛浪 i亡 τi容解する。つ H て味;令 L たそ煙硝験海液 2S-mRI之加え 7b谷中 I~ 1 

1覚持 Lづっ:;t散をづくる。これ E盆;tし少量の 3霊場にどかして新 L、， b N了〉そニ y~.怠決

1-:τ 北:殿をつ.: ?生六、 Lた液濃を孟'¥:，'/7.)'離する。 jこう管ーオミを ;f'-昆 Lτ 表面長アンモン 6N ~忌ー及

1-;::てSrC03をおトピ Le '[l民引手通 Lτ71レコー 1レ， 了セトン寸ゅう先ぅ干する。教埠後方u スアワー

比イ事咋十数管 ("~'i!'l え L た。所零時間 I~ 6 - S /7)....で 1自炊華 1-;)72 -73 j.て“あフた。 また湖面長ズト

1コレサウムの生成に時間 t 豆、 lすた場や13 .fi' 、手 L た之さ l古豹 ~ry.であフ定。

イヅト 'jウム 1%搬する湯冷 l'iヂーケ凶、ァトよ 7え六フッイヒ物を永、?政 t 域政落解後手庁し

け GN r :.-モ;::;1 ~巷:夜 lてて，'!l;，臓をつ< /1主ぅ史 L、 二>ll'E αOSN塩酸でもビれ L恭決 1-:::シューう

践位和う定予えを加え τ予 L ウJlij支イットリウムの ;¥t;N..え左づく〉 ロ'IH/5r g'] する。?íj~宇百奇問 l古 10

~ /1 6'. I~ tえ争 1-;1:64-~ 75-;:τ"あフ f足。

ノデ!日 I j:'~r ( n， r:f. )ねらにつ" "(ます'核反応産庁面積め測定宣言青みた。 中性干モニヲ-t. 

して 1;1"b-6 ~ (九. P) ，-6/'1nによる 56門司(ギ;'A'期')..'5'76時間 1主的 U 食。鉄ヂーケヘァトヒ L
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7 I~ R.:to(. E ~~f' 9x Acω. c的コ.の M仏 悦 ιι石川(1m10-1) (α/3 13ι0、13匂)を

問いた。測定 1古E】いτ効幸?を-;I('Jえした〈ト戸門計紋裳萱 1-::.主ワ符有った(効字/4.2〆)。照射

時閉 i古 10~ 15砂閉 r 手作;i]IJ1: I 時間伶あ、こ F玉、、」ニ言E町方法によ 9SI--フラ 7予ョンtゆ離し

た。これうの街寝泊線を追跡した工ころ lr， Yなじのよ昆入 liJ:ナビめられなかヲ ι
これうの中 IC_ l~ 守1 Sr 今3Sr， '/;'7ηSr.v¥-みうれた。宇3Sr Iこつけては 1;:]本イヒぎ会第 16年後?にの

ぺi た相〈ギ減期 1-;'7.4汎ビ戎'1え古川た。 乙オ(1古F向喰 L("守3Y 1"-有るので 13~r (九 I 必)守3y
の林Jj__た断面積主制えするため 1-::'もまず知ラれ τぃ有 Itれ lγほう尽、、。ために等 f 看今に

;~'I えを行存フ 7たものであ~ 0 可こて“これをみ?離後奇の崩 F事曲線を/1"ーネイ 70 口、7 ト1-::' よ7

解村した場合のニ，三のイ列ぱすでにf:表 L たJ5''('>史の40くである。

支験~栗の 1~IJ (1古今反射) 乙~ l ラよ~ ;!.す 73Srの/キ仇Vの中性子によ 5核

実験若手号 !!7明S.. 

~ - 12. 60.1 cf乱

z -1与 吉2.G

i? -16 /0'1 

守ISr

2'}'.6ザ処

~O‘。

62‘S 

守3Sr 

/62.7ι'f1>t 

137 

238 

反元、r#ifoo平安 l立 5.8悦 b主得た。なおt この F索中性手来

賓茂 I~ G x /06 n/C/I11.戸ιノ照射時間 15タd 回併

It 約 81 ，"0，彼方散乱孝 l 若/、 37J 白 ê ，吸収 η 補、五 I~

/、o 計数知孝 lヰ37，2.%-rあフた。

さうに(九， r} )反応、による 1151"I お‘よ〆(九ノ P)反 1むによる Yの核反 1た断面手主主張

告する予定 7“ある。
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I B 6 カドミタムと i幼子およびm陽子との反応(!)-励起 l封書k

阪大辺、
t:wp本製作、

け京大理、干名大工、昂訴ー原子'}]研
0 久米三四日I~、三政安佐技、!河村引出夫、音在的郷、辻野路三!
寒竹嘉彦ベ加勝敏郎て五j族 博符

(1)これまで'の経過 わ れ わ れ は さ き に Ag+α 反応について放射化学的な方法で励起

調数 を測定し、核反応の統計論による計算と比較したり。計算に当って、粒子放出の逆過

程の捕獲断面積として、光学模型にもとづいた 拡散ポテンシアルを用いて計算された値也、

また核の準位密度をあらわす式として w=co前 t.以 f(2{仇(EO-O)}勺をそれぞれ採用し、災験で

得られた 励 起 関 数 をよく説明することができた。た V この際、準位密度式中のパラメータ

- a は、核を 7エルミ気体として扱 5理 論 か ら 予想される信手'A/IQ)よりかなり小さい値(311eVイ)

をと る必要があっ た 。 銀 そ の 他 若 午 の 核 に つ いて、中性子の数百Lの笑験結果に反じて、励

起 関 数や陽子敬語しの実験で、このような小さな a の値が得られることは、われわれ以前に

も示されていた。そして充分な論証ぬきで、非 複合核過程の寄与のためであろうと片付け

られていた αーわれ わ れ の A g+α 反応についての結果は、このような推論の根拠はなく、複

合核過程と矛盾することなく a の小さい値を説明しなければならないことを示した~ -方

a はどうせパラメーターなのだからその値を議論するのは意味がない。計算と実験が一致

するな ら統 計論 が適用で Sるとしてい‘のでないかという見解もある。われわれは、この

意見 とは反対に、もし aが理論値より小さいことが確かなら、それに対応した物理的な解

釈が必要であり、その解明の上に、統計論による励起関数のより確実な予想も可能になる

と考 えている。

(坊この研究の目的 複合核過程と aが 小さい 1とふ予二 ιとは矛盾L.訟いのではない

，.. I /"11.-..........'1-......， 2) かということを、更に笑験的に碓めることを目的 k し、 Ghoshal が提案した、複合核を

同じくする反応を比 較 す る と い う 方 法 に よ っ て本研究を行った e 一 方 、 最 近 Grover3)によ

って 、粒子放出巡 程 に お け る 角 巡 動 盆 お ま び 光益子の競争放出の影響を考慮すれば、校舎

核過程と矛盾なく小さい a の他を説明できるという提言葉が行われている 2 複合核を向》く

する反応の励起関数の比較からこの提案を検証

することも目的と した。さらに重イオン反応 4)

ゃ 、 いくつかの反応5)で議論されている角巡動

盈の影響による励起関数のズレについても検討

を試みた。

(3)笑験 右表に示した Cd+P お よ び Cd+ 

d 反応について励起 関数を求めた。 Cdのターグ

ツトとして、天然組成以外に、 4 種 類 の B 工、

ユ112cdOO鉱工ユ二Cd(9:2弱 〉、 112Cd(呂5別、ユ13Cd (9ユ如、を

用 いた@シアン化物溶液からAl箔上に電着し、
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投合y核

111r"， 

112rn 

11うI怠

目的久比、 対庇、する Ai)-十χ」互応、

110Cd(p，n}110rn 107Ag(α，n)l1Orn 
1100d(p，2n)109rn 107 Ag( a，2n)109rn 

1100d(p，pn)1090d 107Ag(α，pn)109ca 

1110d(p，n)111rn 
lllCd(p，2n)llOrn 
110Cd(p.，n)1l1rn 

112Cd(p，n)112rn 
109 Ag(ロ，n)112rn

L吋伽附

112Cd(p ，2n)111rn I ，ょnυ9Ag(a，2n)円11、11n I Ag(a，2np'"1n 

同 d(ωn内 n I 1旬Ag(a ， ;;n)叫~



はく離して約 3mg/cnfの Cd箔を得、エネルギー減衰周の Al箔とつみ重ねてターグツトとしたe

原 子 核 研 究 所の F F サイクロからの陽子(工5HeV)およびill陽子(20NeV)ビームで衝撃した c 断

面積を求めるための、化学分離法、放射能測定法および各核種の特性データーは、いづれ

も Ag+日 反応の場合とほとんど同じものを採用したわ

(4)複合核を同じくする Ag+α 反応との比 絞 入射粒子が変れば複合核生成断面積も

呉るので、励起関数そのま、の比較は、あまり意味がなく、あるタイプの反応との比につ

いて比較する必要がある。こ、では全反応断面積中で各反応が占める割合、分岐皮を比較

した。たずし全反応断面積として笑験で求めた各断面積の和を採用した。左図に、各複合

1117(Tn. 

。ト E， C23tお

砲令骨司d 〈

〆
して入射粒子の呉

QS 
る反応の分岐皮を

ともにプロットし

¥ てある@この図に

ョ. 示された結果、な
16 20 11 20 16 20 25 

一一一う 複合載の問起エネ lレギー (M巴V) いしは計算との比

車交から以下の結論を引き出すことができる。①各入射粒子に対する分岐皮は実験誤差の範

囲内で一致しており、いづれも複合核過程によるものであることを示しているぷi 又図中の

実線が示す a=311eV-
1

を用いた統計論の計算値との比較から、小さい aの値と複合核過程が

矛 盾 し て い ないことも示されている。 @ Groverの提案にもとづいた計算では、 E反応の分

岐 度 は 実 験 値よりかなり大きな値となり、 P と αとでは予期されるほど返動量の影響の差

は大きくないことが示され、この種の説明の再検討が必要となっだ。③重イオン反応で冠

が試 み た 角 運動量を考慮した励起関数の計算 4)を 、 E 反 応 に つ い て 行 っ た が 、 両 者 の 聞

にズレは見られないという、実験と一致した結果を得た。@核の廻転エネルギーだけ励起

エネルギーから差引くという方法が Pori工elら 5)によって試みられているが、われわれの場

合はその値は 高々 工MeV 以下であり、実験誤差内に入り妥当性の検討はできなかった。

1)邑.Ft広uBhima.S.Haya回ti.，S..K1四 e，H.Oka皿lra.K.otozai.K.Sak問。t。臨dY.Yoshizawa. 
Nuc1田 rPhySiCB弘(196;)27ラ.ibid. (七obe published) 

2)S.N.Ghoぬal.Phys.Rev.包 (1950)9;9
i)M・Grever，町山・主主主{1961)267.叫 127(脱出42
)T.Ka皿 lri.Pro，. Theor .PhyB・笠(1961)235

5)N.T.Porile.S.T岨此a，H.担胞c.M.Furukawa.S.lwata阻 dM.Yagi. Nuelear PhYBics. 
(to be pUblished) 
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いくつかの反応におい℃

得た異性体生成断面積比に

ついて、簡単な sharp-

c:u七o:f:f近似法による計算と

d 比較を試みた。



I B 7 (P ， x n)反応の励起関数Sm -1 4 8の

澄子物井恕0天野日本原子力研究所

実験の目的

などの崩壊の!データから知られる Sm-1 4 8 

146のレベノレ.スキムは Sm-14 8 ， 1 4 6が中重核の偶ー偶核で振動領域から回転領

域に移る.いわゆるトラシi/'i/ヨシ領域の核であるとと， Sm-1 4 6においては中性子数

， 1 4 7 ， 1 4 6 147 

1 

Eu-1 4 8 

などからモデル検討の対象として興味を持たれてが N~82 の関殻に近い核であること

反応によってこれらの目 的 の た め に Sm-14 8をター グツトとして '(p ，xn)いる。

(英〉氏等によって測定が行なわれたが，製造のた竹腰Eu-1 4 8などを製造し，原研

，核構造を探求する上で反応、からの情報を得るための 2つのめ の最適条件を求めるためと

(p，xn)反応の励起関数を求めた。目的で.Sm-1 4 8の

実験方法2 

ターゲツトとしては濃縮 Sm-14 8の 酸 化 物 を 10 fJのアノレミニクム箔照射(1) 

プロトシ照射上にアセトジ懸濁液から沈降させて製作したもの を ス タ ッ ク と し て 用 い た 。

サイクロトシの FMプロトシビームにより行なった。は 東京大学原子核研 究 所 の 16 0 cm 

照 射時聞は 7~ 1 0時間であった。入射プロトでμA  0.3 ビーム電流は平均して

ジエネノレギーは 55MeVで，各々のターグツト

位置でのプロトシヰネノレギーを監視するために

Coの 箔 を 適 当 な 位 霞 に 挿 入 し ， Co-5 9の(p ， 

pn)反応で生成する Co-5 8の励起関数を求め

既 知の励起関数と比べて，各位置でのプロトジ

Rg 1 Eu.・Srn.の落書生曲線

S仇ヒ勺の計算戎:fctはヒ~7 司位置〉
中川").:L"-4)}x Kd.í"'/Kcl.~，，-- (79-i!:.'Ji:"4) 

エネノレギーを較正した。

照射を終ったターグツトは濃化学分離(2) 

だ け を 溶 か し て ア ル ミ ニ硝酸で処理し Sm20a

クム箔から分離した。溶液に再蒸溜塩酸を加え

て数回蒸発乾屈して塩酸塩に変えた後 • Eu 

の分離を陽イオジ変換樹脂〔ダイヤイオ

，カラム径 8mn， 

Sm 

言十fl~主る
言.，.."，I:"-J

と

C¥'帆

E礼町立--7
抑

制

抑

初

伽

落
笥
定
今
回
方
、
?
ン
ト
歎

長さ 400  mm，アジモニタム型〕

キ V ーイソ酪酸を用いて行なった.。溶離液の組

成は 1Mのアジモニクム塩との混合比が 3 : 1 

ないしは 3.5 : 1のものを用いた。おのおののターグツ十ごとに溶離曲線を求め， Kd値か

らEuとSmの分離の 精度を確認した (Fig.1参照〉。溶離液の Euのフラク νヨシは更に陽

で α ヒドロ

，*100-200 S K j世>:1 

.so 
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イオ::ノ交換樹脂柱により濃縮精製し，内

部転換電子測定のための試料を作製しむ

560 Kev-K (3 ) 測定 Eu -1 4 8については

1 2 1 KeVお よ び 198KeV の r線

1D0013o' ^ の内部転換電子を測定して相対測定を行

I 1 ない， Eu-1 4 7については 560KeV

/ ¥ の r線の内部転換電子を測定した。とれ

ら測定の一例は Fig，2に示したごとく勺

側

捌

寺

社

値

Fio 1 EIl-14g，l4-ワ勺罰則え倒
-CEp 10・君l1ev'J位置)

121 ~-K 1~8 Kev-K 

IODo，，{O' - 11 

I 1 !;ωム，-

J し ιへ
十一一一一..I.J'f “ ， . ある。 Eu-1 4 6については r線ピーク
s- 6 'J 8 司刀 lワ 18 

尉荷車電来(凧A) の測定を行なって相対値を求めた。絶対

j測定のためには Eu-1 4 8の全r崩嬢数

の測定， EC崩壊に伴って放出される全 X線の測定等の方法をとった。

S 実験結果

得られた結果を Fig・8に示した。図中の横軸にとったプロトシエネノレギーに関しては，

ターグツトスタックを通過する際のストラグリジグの誤差，プロトシ入射エネルギーの不

確かさ，更にモニタとして用いた Co-5 9の く p ， pn)反応励起関数仁含まれる誤差l など

があるので 55 MeV 、附近で少なく見積って 5- fig 3 I将軍s....<p，xれ〉
7 %，の誤差があるものと考えられる。また縦軸に 60 

は反応断面積の絶対値をとるべきであるが，絶対

測定法として採用した全 X線の測定法などや， Eu 40 

-148 ，-147 ，-146の 崩 壊 図 式にも不

確定の部分があるため，任意スケーノレで示した。~ 20 

相 対 的 な も のとして眺めれば， Sm-1 4 8の (p，主

n )反 応の ピークは 16 MeVに (p，2n)反応、の 10 
ス g

ピータは 23 MeVに， (p ， 3 n)反応のピークは'- " 

;-j 6 MeV にあることが知られた。 J

1 4 

lレ
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核子結合の 本 質 と 核 反 応I B 8 

穏

筆者はかね'てか ら 素 粒 子 の 変 遷 を 或 る 種 の 化学的過程として考察し，原子分子の離合集散

が通常の化。学過程 である如く，素粒子間のそれを類似過程として取扱い縛る事を示して来お

例 えば且十 y 誌l' + e なる過程は回目十回囚= 回 目 + 困 固 と 恰 も 通 常 化 学 の 複 分 解 反 応 の

如 く示し得点裁に阻 回 ， 因 子 び 囚 日 々 中 性 電 ぞ 弘性陽守宅〕光子 L在子九び熱子;抗在子)九

記号的 K 表示したもので，実は夫々自行自列の因弁証法的行列であり，口口と 2 個づム並記し

たのは 単なる結合ではなに上記の各行列を生ずる本源の潜態が先づ重畳し，其より現象化し

瑞切回小理論科学研究所

6 ?，IJの行列に於て 2 種潜態聞の相互干渉によって生ずる行列要d 行 1た場合 K 得られる 1

素即ち右上及び左下の各 4 分 1小行 列を 省略 して象徴的に表示したもので，実は結合は潜態

聞の 相互干渉即ち省略した部分に却って依存してい る の で あ る 。 Fig・1.， Fi g・1，F i g.m 及び

F i g. N iC夫々中性子ー中性徴子陽子 l]l ゲl山崎Iz~>z，O> lz，.炉心叫I''':::'I...>I... >I.~> iゆ.，，>....)..，，>
<'<..'(1民自民r.:G ~ 0;: ~!叫時間叩 10;: ，，;:叫叫
v..， I~ r.: 1.:: .:: ~ G lo': c.1":::' '.:: '0;: ，，;:"叫，，;:，，;:附

び陰電子の特性行列の図式的表示を<，..，ロロ ~C~~lo~ c. i~::~~ 争~;: ，~;: ，;'，: ，;;: 
。 II~ ~.; .~ t:民r::~ v.].同時叫崎町叫叫町

〈向，'tl.l'.:自白t: s: t: '::I~: u;: 時 1古川出叫，~: "甲

山II~ 1'.: l'.: t: lI: ~ t: lI: l~ ~ ~ ，~ ~: ~;: ;戸川

0・1卜e， ë完結成~: t: G ~: I叫時情":: I~: 叫川崎

きて原子核は夫々 相当数の核子の〈川広 l!:. t.: 広広務 d~I~: 弘元''''~ ~.;;叫叫
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Fi雪.II
Schematic matrix representing 

筆者の理論 K基けば素粒子例えば characteristics of neutrin。。
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掲げておいた。

μてが及び n:;'中間子 A，:E:t及び1:'粒子等は皆結合によって生ずる複合粒子であるが川種の張合
も

粒子は成分粒子等の質量の和より遥か K大なる質量を有し旦其際の結合機構を通じて計算

した i直は夫々実祖11値とよい一致を示 中Iz.. >'山山時時日山山中ゅの山，.，>.，>'h.>

〆，..， (ロロ~:: ":ロ c ~: ，::1;;: ;;::むよ山川~.:叫，，'
従って核構成に際する結合機構川l以ロロ(.:t; I，:吋町[，;";"川 U 叫ん川附

く'..IIF.::ロ(!<.:句:~:口 1;，' 1 旬 1 川"で町川

ぜ，.，11 ，ロ~;: ~.: t: r.: 1: r: 1.: I ，i.: ":; ，;.; U::! ，;~ ~: 

は所謂素粒子の構成される時の結合.1 ι ぃ，匂'1';'，c 川口山町 r; (，::叫I 叫U 町
。句'1白山坑口 t:<:::目的l川時前川叫札引札"'

機構と原則的には一応呉る筈であるA 千'1'均一~~ r.:坑主主'，:I ~. ~.. ~'. 川町川 U

- <:;'z.1同院ロロ院抗原 ιr: 叫 M 正 υ11，札旬

即ち原子核の場合は核子を代表する<...，1':問U 叫叫叫叫川!叫叫".1>"" 
<-.，1 I司:n:: ~;: u;:叫";:'I;~ ¥" I ".; ¥，'眺吋叫
<...1 IQ.~ 叫叫町?肌川町"，，'町 U，;吹町町i

<'..' 1"'叫u;，: n~ 叫ピ昨附 1'，: '.; "山叫 T.; ，，' ~ 

<~"I ド，:; ，，::略的"叫町川 Iu:: u;: ~;~ 1>.: ...:; ".~ 

又たとえ仮想的放出吸収過程にもせ山叫1哨叫時山叫叱叫|叫出前古河;，.'，，' ~，~ 
〈州、::u;; \礼的叫咋，，~ U，; lu'; ~~ 

恥1[0:' n~ u:;ば時吃叫凶|回九同.，叫略的叫 r

よ，大なる質量と複雑な複合構造を持 、 Fig. IV 

Schematic matrix representing 
つ中間子を核力の媒介者とする湯川 characteristics of ne哩aton

理論 の管理は最早明 白であるから，全く新な核力 機構を考察しなければならない。

す。

行列の全積約結合でない事となゐ
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Fig. II工
Schematic matrix representing 
characteristics of proton 

そ と で 筆 者 は 先づ所謂核子の結合の考えを離れ現象的核子の本源問潜態 ;ζ 遡 1;_各場 'b~
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応じて重畳し然る後現象化し夫々の核穏を生む機構を主体とする考察を行う。筆者の理論

民基けば，電子，陽子，中性子及び中性徴子も此意味の内的構成を持っている。例えば陰電子は

中性電子と光子の各本源的潜態が先づ重畳したものより現象化生成したものである。其故

l亡冒頭 K掲 げた複分解反応も実は潜態聞の重畳交換に相当する。

¥きて Fi g. V， F i g. u I'L 2H及 び 4Heの本質的構造を示す。図中各小正方形は日行 B 列の行列を

意味し， O':;，:Í1':，1:;:，ゃに q~ 及び干2等の文字の右!上肩の添え字乱は才乱番の現象的粒子の b r aを，右下

I~ f: 

|本 t: 

唱う 争?

干? ~~ 

q~ f~ 

T~ 

O~ 争f

電1

角の a はo:t n 番の k.e七を根源と

ずる事を意味する。 Fig. V I'L於

て主対角線I'L沿う 2 個の 1 6 行

1 6 列の行列1は陽子 1 個，中性子

1 個の其等に相当 すゐ 之に反

し右上，左下の両 4 分 1 部は，言わ

Fi.g.' V ば，上記両者り干渉項で結合に与

SoheJllatic ~・倒ntatioU:
。t1:曲・rent，4I世田主ituti咽かるものである。 而して此等の

圃 atrix.ot 事E 司瞳・1・U(l
部 分 の 為 め K 陽 子 ，中性子夫々の

内的干渉は滅‘少する。 其等の質

。'量部 τ"τ'!'~'l: 't:~.τ? の両部の出現の為めに干渉率を半減す

る。一方'G，'t;~も類'似な質量効果を示すが，元来号質的干

渉なる為め同質的・な τZの半誠している効果 K 及ばない。

何となれば τ~K 於て質量効果は主対角線恰沿って現れ

l)~ 

F 

IJ~ 

p; 

q~ 

I~ 
|杭

ゃ: q~ や~
4・， 、

やi

f~ れ t~ f; 哲;

千? b~ 手2 b; 干;

智? 干i τ; 干; τ; 

fi 毎1 f! b~ f: 
4 ギ

~~ f~ 管i 干i 't~ 

予7q: 争; q; þ~ 

怒:f; ti t: 定:

Fi雪.VI
Schematie repreaentat1:on 
ot.1:nher・nteon.t1:tution 
matr1:x 01 争He.uc~eus 

O~ 

争4 つt:;

q~ 干;

争: τ; 

q~ 干:

ゃ: てi

。:争:

争: セ:

、からである。要するに τ':; (血中 n) 1個出現毎 K 何程かの減少があり旦比等を出現さす原

因者即ち核子、 相 当 者 の ー 数 に 比 例 す る 。 RPち質量減少量(結合ネエルギー)は1:';:の数と核手

相当者数の!積に比例する筈である。 4Heの場合は官官が 1 2 個核子相当者数が 4 個 3Heの場合は

.τEが 6 個， 核 子相当者数が 5 個であるが"事実 2Hf.3Hs，~He の i質，量減少量の聞には大体I'L於て次の

関係即ち 2 x 2 6 x 3 : 1 2 x 4 :;;; 0.'0 0 2 4 : O. 0 '0 8 3 O. 0 3 3 が成立する。

泊 。 の 質 量 減少量が目立って小さいのは其核の場合電q荷の内部密度が大である事が主 J で

あろう。叉干~K よる減少，S;! ¥'c基くものも計上す:れ・ば理論と実擦が更に接近するであるう。

さ?て筆者あ理論即 Iち因弁証法的潜態重畳論の立場よりすれば，陽子と陰電子の各 1 個観測

せられる場合此の系の半面は中性子左中性徹子各 1 個と考えてもよく，官頭 K 掲げた平衡鴻

の意味守もある。 かく てそReの β 崩壊過程も平衡-It於:ける中性子，中性徴子数の問題となる。

"ー'
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I B 9 二酸化テJレルターゲツトによる 1-} 31の製造ーその 2
乾留装置並びに乾留条件の基礎的検討

日本原子力研究所 0正木典夫，畑健太郎， 天野 恕

目的

二酸化テノレ lレターゲツトによる 1- 1 3 1の乾留製造の際には，二酸化テノレ jレの結晶形，

転位点などの固体的，熱的性質は殆んど関係なく， I-131の収率はただ乾留加熱温度

のみに 依 存 す る 。一方，乾留の際に使用する石英製ボートも高温度(8 0 0 'C)において

は，二酸化テルルの ためにひどく侵食されるので，その都度，磁製ボートを使用するのが

実用的である。また二酸化テ lレノレターゲツトの再使用については，ボートからの回収が困

難な 点から実用化には問題が残る。これらの事は前報)で報告した。

今 回の報告では， I-131製品中に混入して来るテノレ Jレの量を出来るだけ少なくする

ために行なった装置の改良点および，加熱温度，キ ヤリ ヤー ガス の種 類を 変え た場 合に 見

られる。混入テノレルの変化などについて述べる。

2 装置

装置 は Fig.-1 に示した。主たる変更点は加熱管の両端の部分を長くし，両端のキャッ

プに 冷却水を流す様にした点である。これにより 力熱 管の 温度 上昇 によ るグ リー スの 溶融

を防ぐと共に，先端のキャップの部分において，二酸化テルノレより昇華して来る，テルノレ

を温度降下によって ，捕集するととも出来る。キ ャ ッ プ の 先 端 と I- 1 3 1捕集ぴんとの

連結 には，パーフロシ管を使用した。キヤリヤ ーガスは，最初， I-131捕集びんの部

分を水流ポシプで吸引し，空気を吸入する方法をとったが流速の調節が困難なため，加熱

管 の 他端からキヤリヤーガスを流入させる方式 に改めた。

ヤ+N州で九
~コーしJU勺r
川ぶ~t 切
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3 実験

最初に，照射していない二時変化

テノレノレ 1 0 ? (関東化学製特級;

を磁製ボートにとり，石英梨加熱

管中(5 cm世X52 cm) に挿入する。

キヤリヤーガスを流速 120mξ/日11n 

で流しながら石英管を 6 5 0 OC， 

7 0 0 oC， 7 5 0 oC， 8 0 0 Ccコ

各温度に約 5時間保ち，キヤ IJ ヤ

ー ガ ス を 捕 集 び ん の 中 J)NaOH _， 

NaHS03 溶液中に導いた。 i芥fl主'1'
に混入して来るテル l~ を z ホ e 弓

ログラフ法によって定量まずあ J



次に，キヤリ ヤ ー ガ ス の 流 速 を 同 ー に して，前述の各加熱温度において，空気，窒素ガ

ス，酸素ガスまたはヘリクムガスを流しながら全く同様に操作した。

Ta.bZe-1 le.o.ふ IO}1三対す?1互の量ll') 

カ、‘ズの種類 cltY Q丸 N:J-

b500e :2.0 :;2..0 4-0 

7oo0C 30 10 20 

7~o~ι 50 60 50 

goo吃 1500 700 2ヨ0

H乙

30 

:;'0 

;2.0 

80 

4 結果

上述の実験から得られた。 NaOH+N必至わ

溶液中のテルルの量と加熱温度，キヤリ

ヤーガスとの相関関係を Table-lに示し

た。表よりわかる様に混 λ して来るテル

Jレの量は，キヤリヤーガスの種類に余り

関係なく，ただ加熱温度のみに支配され

8 0 0 Ocか ら 急 に 多 く な る と と が 認 め ら

れた。き?に知られた 1- 1 3 1の収率は，二酸化テルノレの結晶形，転位点などには関係

なく，乾留加熱温度と共に上昇する事実と，今回得られた混入テルノレの量もキヤリヤーガ

スの種類に余 り関係なく，温度だけに依存する結果などから，乾留法による 1-1 3 1の製

造作業の際には，乾留加熱温度を 750ocに保ち，キヤリヤーガスとしては空気を用いる

のが最も実用的であると考えられる。

J) 正木典夫，天野 恕 ， 柴 田 長 夫 :第 5回放射化学討論会 "A-5，二酸化テノレ lレタ

ーグツトによる 1-131の製造" 1961年 10月，東京。
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1810 

目的

テル Jレ酸ターグツトに よ る 1-1 3 1の製造

中間生産規模に於ける I-1 3 1の試験製造

日本原子 力 研 究 所 0畑 健太郎， 正木.典夫， 天野 恕

現在 固ま原子力研究所で進行しつつあるラジオブイソト-.;t' (以下 R.1.と略す〉め生

産計画 に於いては r-1 3 1 白製造は今年末から始まる予定になっている.との 1 - 1 

3 1 自生産のため伺基礎実験 1)とこれに基く試 験製造に関する報告 2)は既 K 行なったが，

宜 格的な定常生産へ 移 行 す る た め に は ， 夏 忙 次的点目解決が必要であった. '1) 1 - 1 3 

1 由化生的収率が再現性良く安定していること . 2 ) 生産用原子炉に予定されている J R 

R-2.JRR-3 など目炉内温度( 1 日日 -200'C:)目下では，テルル酸の分解が考

えられる円でそれへの対策.宜報告ではこの穏な伺題目解明円ために行なわれた実験結果

を中心として 1 - 1 3 1 め 製 造 に 関 す る 技 術的問題について述べる.

2 実験

1 ) テルル酸ターグツトの放射化分析と熱的性質向測定 a) テルル酸は市販

のものを使用し士.不純物白検出には放射化分析法を用いた.中性子照射したテルル酸を

一部分取して r 線 スベクトルを測定し 1 - 1 3 1 を卦離し去った後のテルル厳について

も同揺の測定を行い 両 者 を 比 較 し た 。 と の 結果 両者It O. 4 2 と0. 5 8 M e 'V の帰属不

明白ピークを見い出した。半減期は両ピーク共I t 3 0 - 4 日日であった. b) テ ルル酸の

温度上昇による変化を見るため熱天秤による滋量測定を行なった。またとれと並行してテ

ルル酸を 1 0 日- 6 日日℃白各温度で 8 時間加 熱 i処理した後，各々について 6 N 硫酸への

溶解度を測定した.

2 ) テルル酸の中性子照射 原子炉は J R R - 1 を使用し垂直孔届 1 5 で

↑目 5 時間づっ 5 日間照射した.中性子密度は，同時に照射した金箔中 K 生成する A u ー

1 9 8 由放射能測定値から軒算し 1 - 6 x 10什 / CA /酷 C白値を得た。

3)  1-131 由化堂分離 中性子照射したテルル酸 1 0 '1 を恭留フラスコ K

入れ 6 - 1 8 N 硫酸 150-200m，t と過硫殴アンモン 日- 8 '1 を加えた後，窒

索ガス を 吹 き 込 み ながら蒸留した a 無担体 1 - 1 3 1 を含む 7.k蒸気は未冷却のまま捕集液

C酸性亙硫酸ナト P ウム溶液〉中 K 導きその捕集液を冷却した e 蒸留液 5 m ，t 毎に放射能

を測定 L 蒸留曲組を求めた. (第 1 図と第 2 図参照〉

4 ) 化堂的収率 の 決 定 照 射 し た テルル酸についてそ m まま測定して得られる

I - 1 3 1 白全 生成放射能と，分雌された 1 - 1 3 1 の放射能との比を化学的収率とした.

その際，照射したテ ルル設中白放射性テルルが影響する t で，あらかじめ担体ヨウ素を用

いて真由 1 - 1 3 1 の生成量を求めておいて化学的収率的補正をした。

5)  1-131 由化学形と放射化学的純度目測定 分離した 1-131 (1)化学
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形は 7 5 %メタノール水溶液を昼間剤とするペーパークロマトグラフにより訣定した。

放射化学的純度 は r線 ス ベ ク ト ル 目 測 定 及びグロス r 踏 に よ る 半 滋 期 の 測 定 に よ っ て 決 定

した p

5 結果

1 )今回目実験で得られた 1 - 1 3 1 '"蒸留法での最適条件は，テルル酸 1 0 9 ltC対し

て 1 8 N 硫酸 2 0 0 m .l . 過硫酸アン モ y 1 9 であった。窒素の流速，硫酸の量

蒸留速度などは化学的収率に影響しなかった。前報で述べた蒸留法主比較して有利な点は

①〉蒸留曲縁にピークが出来，蒸留時聞 を 短 か く す る と と が 出 来 た 。 ② 〉 化 学 的 収 率 が

極めで安定した。 C最適条件で ?旦 3 %土 2. 3 % 葬験例 6 回〉などである。

2 )テルル酸白熱的性質を検討した結果，炉内温度目 1 0 日- 2 0 日℃では 予出会ル

ソテルル酸を無71<テルル酸に変える事に より王子解を防げるととが解った。無 7k テルル酸を

使っ て蒸 留し た結果，テルル厳陀対する最 適 条 件 で 8 3. 9 %土 4 % C 実験例 5 回〉白化

学的収率を得た。

3 )分離した 1 - 1 3 1 由化学形は一定して Iーであった。放射化学的純度も 9 9. 9 9 画

以上であり製品として満足すべきも目であった。

1目。

8 

化

学 2

的

収

率

(%) 

131 

20 

蒸留量 (m.l)一一→

重参考文献

30 

第 1 図

硫 酸 濃 度 と 1-1 3 1 

の蒸留曲線との関係

実験条件

N，時速 ;50mL/min 

CNl孟 )2S 2 08 ; 

日59

H280"，量 ;150m.l 

Hz 80"，濃度 イじ

111 6N 学

121 1日N 的

131 18N 
収

率

C唖〉

10日

8日

60 

40 

10 2C 

蒸留量 (m.l)--. 

第 2 図

CNHρ28208の添

加量と 1-131の

蒸留曲線との関係

実験条件

N，流速 ;50珂b幅師

18NH， SO， ; 
2日Om.l

CNH，) ， s. 0， 

添加量

111 - 9 

121 1j， 2 

13: 1. 0 

1 ) 吉村，四方，畑;テルル酸ターグツト陀よる 1 - 1 3 1 の製造;自主化学会第 1 3 

年会講演 (1960)

2 ) 木村.柴田，望戸，四方，吉村，正太，畑; J R R ー 1 ltCよる R. 1 の製造 121 ; 第 4

回アイソトープ会議講演( 1 9 6 1 ) 
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I B I I ( n， r )反応Kょb製造する精製 R 工中の不純物

マンガン，銅会よびカポリウム Fーグツトの検討

日本原子力研究所 中村治人， 0 山林街道，天野 恕

1. 目的

( n， r )反応、 κょb製造した R 工の放射化学的純度を充，分高〈保つためには，不純物の少ない F

ーグツトを選ぶか，照射後精製するかしなければならをい，半減期の短い R 1 VLついては後者の方

法は主核種の減衰をき た し て 不 利 で あ る 。 と の 意 味 でターグツトの選定 K は充分在注意が必要であ

る。原研 VL$'いて製造を予定されている 15種の短寿命 R 工K ついて，入手し得る限 D純度の高い F

ーグツトをと!:J ，それら Vてついて中性子照射を行な1/)，得られた放射性物質 κついて T線スベクトノレ

K よる方法， J:，'よび白線測定 K よる半減期の追跡:を行ない不純物の確認と定量を試みた。しかし在

がらとの様な方法で検出できる不純物はほとんどなく，また(n， r )反応と同時 K生起する(n， p) 

その他の反応の影響をさけるため Kは確認b よび定量 すべき不純物元素の訟のなの Kついて化学分

離 を行なう ζ とが必要 であった。本報では， Mn-56， Cu-64， Gaー 72 VLついて検討して得られた結

果を中心として， ζ れら核種製造上の技術的問題点 κつ い て 報 告 す る 。

2. 笑験方法

( 1 ) 照射 タ グツトは a ) 入手が容 易である ζ と， b ) 標示純度が高いとと，

c ) 炉内照射中分解しがたい化学形であることを選定の基準とし s 電解マンガン(平野商庄製)

金属銅(検沢化学製)J:，'よび酸化カリウム(横沢化学製)を選んだ。ターグツトは J R Rー l垂直

実験 孔中で 3週間及び 4週 間 照 射 ， 同 時 fて気送管によ る 2時間照射を行なった。 ζ の他κJR R -

2を利用する照射も併用した。

( '，.2 ) 化学分離 化学分離の方法は F ーグツ

ト中 の不純物から生成する長寿命核種を対象とする場

合と， 短 寿 命 核 種 を 対象とする場合で多少相異するが

長寿命核穫を対象とした場合の化学分離の骨子は才 l

図 ~ 才 3図K示した方法を採用した。短寿命核種の分

離 K 関して， Mn-56では Ni，CUを陰イオ Y 交換樹脂 K

よ b分離， MOを Acet'hyユ ac e t 0 n e -cJl:c 13 (1: 1 )で

抽出したが検出されなかった。口u-64では Niを， Ga 

-72では Na，Mn， Zn を陰イオ Y 交換樹脂 K ょb分離

走 量した。これらの方 法 K よ b確認定量された核種の

うち， 17Uえば Cu-64中の Nエ-65どときものは口u-65の

( n， p)反応 K ょ b生成するとも考えられたので， Ni 

の微量定量をポーラログラフ法 K よ b実施するなどの

ととを も 行 左 っ た 。 また化学的収率の測定法としては

77 

才 1図 Mnターグツト中の不純物分離
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AU， Sb， Cr， Mn は光電光度法で， Ag， Laは重量法で

Nl， znはポーラログラフ法で， Naは炎光光度法で求

めた。

( 3 ) 放射 能測定 放射能測定は化学 分離

ふた各フラクシヨ;/(1[ついて NaI(Tユ)(外 2"Xl~' ，

.内 H.'Xr.C巾) we11 Typeの Cry8七a1を用い T線

スベクトルの担Ij定と 8線測 定に よる 半減 期測 定を b と

なつえ。

定量は T 線スペクトノレのピーク部分を積算する方法

をと 9，試料と同時K ある、いは別 K 照射した標準試

料のピーク部分 の積算値との比を求めて b となった。

3. 結果

Mn，口u，Ga203 中 K含まれる不純物の放射化分析

の結果を才 1表 K示した。

:r R R - 2の気送管で20分間照射し， 3時間後 K出

荷した場合の b の b のの核種の放射化学的純度は，

M1Iー56，99.99%，CU-64， 99.99%， Ga-72， 99.97% 以

上であ 9'比放射能は， Mn-56， 2・1mc/'J皿g，CU-64， 

0・32皿 c/包 g，Ga-72， 0・11mc/g となるはずである。

矛 2図 Cuターグツト中の不純物分離

Aq_ua regia一一一一干|一一一一一一一一(溶解)

co，Ag，Au，Sb---ー|一一一一一一(担体)

Etheト HC1一一一一ー|一一一一一一一(抽出)

H2S04 @]  

-一--(電解)

酷 A[]Q]

才 3図 Ga203ターグツト中の不純物分離

判 uareg1.a一一一一一一一ーー ー(溶解)
，Sb，Zn 一一一一ー一一一一 一一一(担体)

均帥1)斗:一一ーーム ー一一-E(還元)

2125)2}ヰ恒
ヰュ 功hrO2)

E七her-Hロユーー|ーー『 一-----------ー=二一一ー(抽出)

民』止』

三F1表 Mn，口u，'Ga 203 (1[含まれる不純物(放射化分析)

Mn 

Sb ………… 0.95 p.p.皿

Cr…一一一 5.8

Sc ・・ …・ー … 0.056 fI 

口u

Al1…...・ E・… 0.13 p.p・m

Sb .......… 2.0 

Ag ………・・ 4.5 

Eu………… 0.20 fI I Co ………… 0.28 

54蜘…….(55Mn(n， 2n) I Ni ..・ H ・-… 220 f I .  

54Mn)反応KよるI (lCpp皿)

* ポーラログラフ法Kよって得たf直
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Ga203 

Na … ・・ー・… 0.03 p.p.皿

Al1………… 0.43 fI 

百万一… … 2.4 

Ta …・・…… 0-17 fI 

Mn………… 3.4 

Zn .........… 400 {/ * 
( 3・3ppm)



1812 陰イオン交換法による 35Sの製造

原研 四万英治

1 序論

35 
原子炉で中性子照 射した塩化カリウムから E を 会 離 す る 方 法 と し て は ， 陽 イ オ ン 交 換

樹脂を用いる方法，陰イオン変披樹脂を用いる方法，アルミナカラム陀よる方法，共枕法

な どが報告されている。臨イオン交換樹脂法はよく用いられる方法であるが，樹脂の7l-解

佳成物のために製造される 35S 白比放射能が低くなる。また同時に生成する.32P ， 36C[(J) 

伶離を，剖白方法でしな けれ ばな らな い。 陰イ オ Y 交換 法 で は と れ ら の 分 躍 を 一 つ m カラム

で行な うことができ，比放射能的旨い 35S を製造するととができる。陰イオン交農法目失

点は，申性子照射した塩化カザウムグラ非常肥薄い溶液陀ついて分離操作を行なわなければ

ならず，大量目ターグツトしたがって大量出溶液を処理寸るためには長時間を要寸ること

である。との失点を除いて陰イオン交換法を能率良〈行なうために，最初に別の簡単な方

除で大部分の塩化カ~. .t ムを除いてお〈ととが考えられる。このような前処理法としては

傷イオン交捜樹脂法で 処 理 す る 前 に ド ラ イ ア イスで冷却した塩化カリウム伺飽和水溶液に

陣化水素を通じて塩化カりウムを枕殿させる方法が報告されている。

との報告ではより簡便な方法として飽和陀近い塩化カリウム水溶液にヱタノールを加え

35 
町塩化カリウムを枕 殿させ，そのロ液から陰イオ Y 交換法で E を分離する方法比ついて

版告する。

2 実験 Jヒ結呆

t エタノール霊草加柁よる塩化カリウム自沈殿ととれ匝ともなう 35S の共枕量 d 塩化カリ

ウム 10V を 20ml.の沸雌水または 30ml.の室温白水忙溶かt.. ，既知量<T> 35 S を加え，種々の割

合のエ タノールを加 え て 塩 化 カ リ ウ ム を 枕 殿 させ，加えたアルコールの量と沈殿 n 量およ

びとれと共枕する 35S (J)量白関係を検討した。

35 
2 塩化カリクムーエタノールー水の系における塩素形陰イオン交換樹脂に対する S 

Kdlll測定。塩化カリ ウムの水溶液からエタノー ル添加陀より壇化カリウムを沈殿させ，と

れをロ別した溶液 20ml. に風乾した塩素形の陰イオン交接樹脂白 0.1"-0.5" を加え，室温で

35 
2 時間ふりまぜた後樹脂をロ別t.. ，溶液.1(:残る S を測定して KdIII 値を求めた。また塩化

35 
カリウムーエタノー ル -zk の系で S (f) Kdと各成 分 の 濃 度 主 的 関 係 を 見 る た め ? に 同 様 の 実

険を1)塩化カ引ウムー水系で塩濃度を変えた場 合， 2)エ タ ノ ー ル - 7 k 系 で エ タ ノ ー ル 古 里

匿を変えた場合， 3)塩化カリクムーエタノールー水系で塩濃度を一定 f日日 1M ) と し ， エ

タ ノ ール濃度を変えた 場合目それ、ぞれ陀ついて行なった。

瓦 エタノール添加による塩化+ てえ "ri .:- .' Ì'~d 制定的結呆 σ 塩化カリウムの飽和

7 k溶 液 K エタノール を 加 え る と と に よ り 塩 化 カリクム目前 γu九三也 互 主 き ぜ る こ と か
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できた。しかし 塩化 カリ クム と共 枕す る 35S の.量も加えるエタノールの量ととも陀増加し

この共枕による損失を 15$程度に抑える ためには加えるエタノール目量は水溶液量の 5 倍

容が限度であった。との場合には塩化カリウみの 8日-90$ が沈殿した。 Kd(f)測定の結果

ζ 円程度的塩化カリウム漬度では Kdの値は 20cc/9 以下で，後回陰イオ Y 交償分離には 4、

~いととがわかった加で，他(f) Kd白測定的結果も考慮花入れ，エタノールによる前処理法

を次のよう陀定めた。中性子照射した塩化カリウム 109 を沸騰水 20"'.1:に溶かし 60mLのエ

タノールを加える。塩化カリウム白沈殿を 吸引ロ過 L ，沈殿は 1日mtのエタノールで洗静す

る。洗液はロ液陀合わせホ 300mL を加えて薄める。との溶液白 Kdは約 5 日目白 /9 である。

35 4. 陰 i オ y 変按分離法。次のような種々の溶液を作って陰イオン交換分錐向きいの S 

32 
t "" P の挙動を検討した。 1)JRR-1 円高 1 実験孔で 15時間照射し た塩化カリウム 109 を上

記処理法にょうて処理した溶液， 2) 塩化カリウム1.29 ， 35 S および 3，2P (f)ト ν ーサ 1 ーを

るー
吉む 390"'L 白水溶液， 3) 2)の溶液 K 担 体として 1日噌の po;; を加えたも出， 4) 1 8冊 目 ヱ

タノールを含む 3)と同成分 P 溶液 d とれら溶液を塩素形陰イオン交按樹脂柱民統 L ，水読

後 O.0 5 N 塩酸 で 32P を溶離し 2 N 塩融で 35S を溶離した。溶出液は 5"'L のフラクシヨン

に分けてとり，放射能の溶離の状態を調べた。

5 陰イオン交挽分~の結果 d 上記溶液のいずれの場合も 32 P 白約 2/3 は 流 出 L ， .事り抗

1/3 は日 o'5 N 塩殴で溶、雌書、れた。 1) 2) の場合 32P の溶離の後にテイリングカミ続き 2 N 

35.. ~._ _ 32 
塩酸で溶鮮された 正中Ic 'l>.量的 P が認められた。 3) 4) で は 担 体 の 効 果 が 明 ら か で ，

32 
P のテイリングは殆んど認められなかった。

五結論

中性子嫡射した塩化カリウムの飽和水溶液をエタノールで前処理することにより後四種

イオ y 会捜由、操作が容易忙なった。との方法を実際白 35S 白製造民応用 L 35 Sの分離伏

度合，品五につい て 検 討 し た 。 JRR-1 白届 1 実験孔で 15時間照射した塩化カ .9 ?ム 109 を

処理して製造された 35S の量は 2-2.5 m c ， 比放射能 2 日 -60"'c/噌 SD~ι35 S 中の 32P の割

合は 2x 1日-5 32 p' Ic関する分離係数は 1x 10件，収率は約 8日婦であった。製造された 35S 

溶液中白非放射 性 硫 黄 の 量 は 陽 イ オ ン 交 換樹脂を用 U て製造したものの約 1/1日であった。
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1814 プ。ロトアグナニウムの吹看ヒ也看

会:ぇ大.1! oFl瓦上正信 古木友北首田守

ア V トア 7 ナニニクム!まその吸看 L~す机性質ヒ t関連L 1'， 7K寿夫中η存なI/K.突、i=-闘し

て興味れた札て川.ーすえ灼押すの良-231ω定壱，刊-232 の放射すt学会枠ι伴う

Po..-233 fl)定号手乏行J場合，その化学的分散之測定線涼の調裂の -i.豆町操作1::::.おい τ，よ

記性質乞の期連-(，若手材の.ii択J1t着条件の検討手Iす空宇村家建てあ;3. こ司ような程点、か

ら，Pc231 .t P~-133 1 t モ Iz.制、lK港夫〈弘 ~/O-9M)についてノ時と電着の問題主と

?あザ・ τ珂史 L た.測定体主と L で Po_ -2331z.よ J f3汐ウント(~門) J~ よ ;?， lまカ〉原手技

乾挟(下が ETーユE.)主用い 7 p，，--131の Cζ トラγ7のオー卜ラジ土グラヌィー芝行フ℃

その吸着~K庭、手主しうべ、た.

〔吸着) ;誰々の fH 薄弱ミかうノ通常のえライドずヲス仁対す 3 九のrØ.看主検討~~.
酢酸アンモユヴム 211注文lニ疏政，5Lt守水君主fとナトりウムを加え τ調裂したふ稽(/)pHゑ蒸し

/. 7 'Plt IZ.， Pa. ~与え(チ!1MdAえ)αl 泌を加えJ 主主吉を fH と L1 実験L た.ーぇ*
向甚 位 織 の み のr方ウルトの減少をi則定Lけ傍失聴吠κ壬kブ守J 材費がほri-
え値 J:t_主主す;;stみう JIL~ 之昼夜の期間ノ堂進用放のをま救ましJ その後!i苗7K之相tづ・っ

てι回_;t王手口新えfJ方クントの刻定主智7 12，.港戒め fHI~ よって吸着量ば芳しく変化

し， 酸'阿叫(く fH2.5-)宕ょが 11レ汐リ仕.1~il ( > p H /2..)て It吸着号は少帆久 f fI '1，';-

すよぴ pH7 --'3 1t11c Il.吸着昔が.5'0 10 \1(ょにます<3t4のあ 3 こに fHけ~6 付1t_T，"rt

q夜看すが減少 Lていドとをl.:t.i..た.なあ‘オートラジ才グ" 71 ーによフ τtノ ヒ <I亡

表東(_.たトヲァグぱなし久ずなフ Vイド栓手の吸着iまみどめら札なすフた.

フグに pf/ '1-.ヂ布、ょが fHムヂ 1:::ぁ、いマフずのふ謹材科1:::付す 3吸若主 L~ぐた .h夫
fフス'/7ロロ 7

6
レン

J
シ yコンクパ・ーノチ 7γ 化エナレン樹Jl'6'.l甫l王法鞍噴ポYエナ ν

〉ノノ ピニベレー-十/ ステンレスおし鋼板，会九十愛用おし合法網板:!fで・ぁ os 首 3フ者l三

対す S吸着ぽ入ヲイド tf'，え同検芳レらまた企」毛布(...1%.対す3開設看ば宇程友/依の3-1望の

φ成樹脂 Icíf) ミ~ ，吸肴Lない.ま f主的ずれ也 fH弘sの吸看守司，:fHρ ょy大きい.

(竜着):苛言v-l肴実験吹首κば電肴の際シリヨンペッ千ン 7・・Z用帆危ため'/ tの吸着力ぐ

かすなリノ港爽の Y 汐ウントめ域少申fXすいのに括叔への竜肴収苧ぽ1t~トでなか 7 花.肝

百えずン毛=ウム・ -rJレゴ -'1レ落えを電幹夫ヒし τ/D 1 B K拍'..t.J::よ3イと、ぎ令官1f._'d且令i!:'

T 定~えて\電看を行フ乙オのす者会イれ検討レ吃看K牢 k の閣僚主交u・:} ti.. f;)電)1fIi号tまメえず

正すが併はよ </ðd-~ら1(.1.手抜ぬ釘であ 3. (iり章看守は量制 kl:. 1.. r-.:J;誉レ原lずヂ刺

で克介てあ;J (iii) ~五段， 7・/践が4存す 3乞収率は減少す J(洛味劫ゴミの主主拍~:.夜、主専の
まま周'̂ t.尋ぬよ(iゆ iι抽虫;夜主硫厳淳氏Itかすかえ Tす;wレ，11Efd.字決tz...hロ;tf-: 'l..きノ統政

イ;1ンの4存は多く"'(tよv¥1I~ ? /1が小才、、主管着奴牢広域‘少すJ.
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1815 アメ 9~ l) "'Ð 有償a・a

日本原子力研究所 0 小野量子 香・永子

アメ 9~ l) "'ð有樋鋪塩につ悼て@研究は.少ゅよ舎にみ争けられる。そ ζ で.重量々は.ふる〈

から使用され，多 (d金.イオンとキレートをつ〈る低調障として知られているオキシン(8ーオキ

シキノ 9ン〉およびタペロン{品ト pY?ェ=ルヒド田キシラミンアンモーウム塩》を遷んで.ア

メ'シウムおよび ζ れに関連()jf，る金属イオンと@鋪纏生成@犠予をしらべてみた。す;tbち，ア

メ，~l)ム@ほか.アタチ.: ...元調Eとして.プルト=ウム(1).伺.キユヲウム個，ネプヲ ζ ゆム伺.

伺.ランタ.:r元書院から.ランタン.プ冒メチウム.テルピウムにつ悼て.J色事費検討した。

，ォキシン@場合.鎗働E巨または分配比@測定信，アメ 9~ l)ム等金属イオンがアルカ'伺で水調書

化物をつ〈るととから〈る闘爆をさけるよー配慮 した.す念bち. 0. 55~( め"V)オキ V ン@

0.1...および0.1 .塩酸漉担置に上包金属イオン do:射盤トレーサを諸島却し，とれに種Ard温度

(Q.04-2.1)()アン号 a ア水面障担置を 1: 1 d理事担比に混合して.目的DpB値@溶液を得.と

@調..とタ冒田*ルムとをふ'司bbせて.鎗鈎を行なった。予錯した pB.からのずれほ.pB武.
.によって.館時しらペ食。

タペ冒ンð.合は .6~( Jr:パ) 1伸被舎一定.加えて実践したe す傘bち...防波('.酸一

目撃.アンモ.:l)Aまたはアン奄=アー塩化アン号品ウム)tr:o:tl佳トレーサとタペロン水面F波とを

加え.同量@タロ冒ホルムで抽出を行;tった。少量f) 6~ タペロン湾首置による pB d.aは..績で

.る ζ とをたしかめた。

オキタシおよびタペロシと.上圏直金属イオシは，アルカ曹舗でキレートを生じ.生じ食オキシネ

ート.タペロ J事-..tt:.tPP耳It'ルムtr:鎗鍋されるととが分った.

オ...~*-島区関して低・*調書波中三舗で安定t アメ事~l)ムは. pB 7.PJ.上でタ四ロ*ルムに

鎗自民されるoJ色綾@ため行怠ったランタ.:....元2憶について‘同織であった.三舗のアタチ=.....元司健

闘に健.鎗儲唱曲動tr:jf， ，量"'.が'0:加が.Pu帥..Ip制。.合ICt主.か念Jlt草加 pBD 溶波からもオキ

シ専一ーを生じて績鈍される ζ とが分った。タペロネーーについては.アメ曹シウム，ユーロピウ

ム尖制=p1l5-11で鎗白書ぞれる ζ とがbかった.

キレー-.. f)組成@倹衝に厳しては.PBを一定IC保ち.オキクンおよびタペロン@温度を蜜化さ

ぜて.分鹿島を混定し.そ@舗集IC.石海@方法(B凶1.白血.8oc. J'apm. n 159-143(1954): 
を適用した。 ζ@‘合.鎗ou債を 11.分配』色を ][4.金.イオン 1・E対し. D偏DM化剤が結合して

If.!oるとし. A • B. 0 および Dを定書止とすると.以下院示す関係式が成立する。

-. - D・'. -D 
11 ;;;:; A+B(B8)  ，][4 :0+])(B8】-. -.ι-D 

したがって.正しい DIC対して. 1I .凪と (B8) ()周・r:::..関係が虞立する。

アメ 9~""Å. ユー冒ピl)'"につゆて. *キク傘ート. þ~ 冒ネート共胴= D = 3とbかった。
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2816 Bk-249の抽出

東芝中研
大井 昇

工 M T R で約一年 ロ V七=1.5 X 1022 で 中性子照射したキューリウムターグツトから

パークリ ウ ム 、 刀 リフオ Jレニウム、アインシタニウム、フエノレミウムの分離笑験に参加し

主にノミークリウム -249の抽出分離を組当した。

日 夕 ーグツトは約ワ 5 mgの酸化キューリウムで 0<5 >え工.oinのAユキヤプセノレK パックした

ものである。以下の操作 の あ と 42 喝の C皿を回収したが 同 位 元 素 比

照射前後の Cm の同 位元 素比 は右 の表 の通 bであった。

3 全操作:上記の Al キヤプセルを NaO}←NaN03 (!L溶解

し沈でんしたアクチノイドなよび核分裂生成物の ox工cle8 

を遠心分離して待*-。との oxicles を HCユ.-HN03(!Lとかし量E

・略蒸発乾闘し硝酸塩としたのち(以下 5 ) Di-2-e七hy工

hexyl phosphoric aciclで Bk-249を抽出した。水柏は塩酸

塩 K かえ 12M LiCl から Dowexーユ K吸着させエo M LiCユ

MASS No 

243 

244 

245 

246 

24マ

248 

ターグツト

0.7 

81.8工

0.8 3 

工5.9

055 

0.9ユ

照射後

む.7

マ4.26

2 2s 5 

0;1 

1，62 

0.005 

で核分裂生成物、 Am、C皿フラクシヨン、 Cf、E、Fm フラクシヨンをとの j院に溶離させた。

各フラクシヨンは水骸 化 鉄 で 共 沈 さ せ 、 次 に 陰 イオン交換樹脂でアクチノイドフラクシヨ

ンをと b、各々 α-hydroxy isobutiユic aciclを溶陣剤として DOWex-50 を用い分権した 0

4 上記の分離操作は Cf-252の自発張分裂から出る中性子なよび多量の核分裂生成物か

ら の β、rをシヤヘイするため K特 K設計された会 f七の水タンクでつくった cave を使用

して行なった。

5 Bk は全 D玄 icle8の硝隊塩の工OM HN03-O.2 M KBr03裕司良から O.ユ5モノレ Di-2-ethyl

hexyユ phosphoric ac idーへプタン浴液で抽出した。有機相を 6M HNOS-1.5 M H202 で遠

元逆抽出し Bk と C←141-4を持た。このフラクシ ヨ ジ を 塩 酸 塩K変挟したのち Dowex-50

のカラ ム を 用 い 20%エタノ ノレ-HCl (1i邑柑を浴様斉IJとし Bkを待 γCe を阪去した。

6 B孟-249 は 100KeVの弱い β ー放射体で校知し κくい。この他七日OMevの α一線を出

-5 
すが d - branching ratioは 2 >士山 である。従来は娘核種 Cf-249 の α ー放射能の

grow七h (Bk 1μgで工 白 ユ1，OOOd cpm ふえる]で Bk-249 量を知っていたが、かな.!?pure 

k すると Bk 自体の u 放射揺を加いて、 Bkの量が簡単 K求 め ら れ る と と が わ か っ た 。

マ Bk-249を 5.8μ臣、 Cf-252 を 33μg回収できた。また上記と|司じ実験を pU-242

52 昭をターグツトとしたサンプノレで行左い B k-2 4 9を 0.48μE 、Cf-252 を 3μE

回収した。

ζ の実験は i演者がカリフオノレニア大学ロ レンス放射線研究所に滞在中行;1:った。
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18 17 極仮濃度に hけるヨウ棄の化学的挙動(その 2)

静大工 大木昭 i¥邸

目的 前報(日化第工6年会)において極低濃度ヨウ索の化学的挙動を技i1l%回の方法を

用いて調べ常量濃度の場合との比較を ~r った. その結果ヨウ索イオンを tリウ ι(IV)

を用いて酸性 st，中ぞ酸化しベ:/Eンを加えて清i1l}.る守 l主主がけの抽:1l率ば極低濃度

( 10-711以下)の混合 i主著じく小主〈，それに反して常量濃度(工()3M程度)のヲ合はほぼ

定量的活:1!が可穏であるととがを?っ': Mar七inp10七法によってヨウ棄の奇国係数を比

較したとと.~ 0 上沼の事実にもかかわら T溢低濃度においても常量濃度においてもヨウ棄

のを子部係数 11同じであると結論され i't. 本報では 31続き検討レモ結果を発表 Tる.

実験方法 実験に先だってヨウ素の四 ;1化炭素73f支を次のようにして調製した.

適当な濃;更のヨウ化力リウム f主役にトレーサーとして工-13工を加え硫酸k性として

tリウム (IV)を加えて遊離したヨウ索を殴沼化炭素ぞ :;k自し之. 必要な場合 11毛硝を用

いて脱水し，'t. とのヨウ素の四立化炭素 i~ ;'t ，1実験毎に新しく調製して沼い':

有;3相より水禍へのヨウ棄の分阻の実験では上記の四沼化炭素溶液 5m1に 2':1定コ硫酸

5叫を加えて振りまぜ，静置して両謂が分離し i"':.後両相から各工 m1Jっとり:品し

ウ工 J~ ヲイフ:;:/3'レーシヨシ力ウン予ーを用いて放射能強度を測定しを?西日比を求めた.

水相から有機椅へのヨウ棄の分聞実験でほ上記の四 ;1 化炭素洛~，ì に等容の 2 ;;:l.定硫酸を

加えて援りまぜ.有機相中のヨウ索を水栢に振り戻し との水羽 5m1に新たに四立化炭素

5 m1を加えて振りまぜ奇配比を測定しと. 実験ばナベて 25.0 土 0.50C ぞ ~r った.

結果と考案 常量濃度のヨウ棄の四 i主化炭素溶液に 2~j 定硫酸を加えて振りまぜてもヨつ素

はほと九 E水相に移らず分回比は振りまぜ時間 5%問から工芯同にわ之って一定値，を示した.

とれに反して極低濃度の場令 liヨウ棄の四 11化炭素洛;主を 2規定硫酸と振りまぜると‘振り

まぜ時間が長〈なるに従って分間比が浅少し.約 1:~問振りまぜると一定値はなる. との正

F幸i習後の分間比はヨウ棄の四塩化炭素溶;支の調製法に上って実る. 側えば四塩化炭素溶液

を調製後暫〈放語してお〈とか，を硝の力ラムを通して脱水ずるとかの処理を ;r5とその7}

酎比は大き〈なる.-e硝を用いて脱水ナる JZ令もで硝の量を増ずとか.力ラムを通過ナる速

度を小さ〈ナるとヨウ素の収率は著しく落ちてしまうが. J反率が惑い程その四沼化炭素;吉;せ

を 2規定硫酸と振りまぜた時のヨウ棄の分間比が大きい. 水素イオコ潟躍を変化させて

水素イオンのをHa比への彪響を調べた. 常量濃度のヨウ素 [i水素イオ p 濃度を 0.5想定

がら 16規定まで変化させると奇聞比 11徐kに大きく iなる.極低濃度の場合には水素イオン

濃度を増ナとを子国比は急激に大きくなる.分配比はヨウ棄の濃度によって著しく変化ナる.
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ヨウ索の'温度を 10-
3
Mから工0-13Mまで変化させると分国 Jti主約 100からヨウ索の漉皮工o-7M

に至るまで急激に :11>t.-，?}回比は約工となる. ヨウ紫の濃度がそれ以下に主ると濃変

の~ 1iJは比較的小さい.

水;百から有様相へのヨウ棄の分配の実験ではヨワ素を前述のように水稲に綬り戻 L て清

い，'e.. 三の水相に新しい限塩化炭素を加えて振りまぜると分間比は振りまぜ守潤とと色

に大ち〈工り 2守荷後にほぼ一定値を示アようになる. 四塩化炭素中のヨウ索を 2 '~定

硫酸に振ワ戻ナ践の振りまぜ ;'j間を 2分間と 1守間の二つの場合について比較したととろ

前醤の水溶;主を用い .. '!:;方が振りまぜ初演の分間比 I;J:僅かに大三いが.約 2守間振りまぜる

と河れ 0.3令も同じ分間比を手える. ヨウ索の水浴i'.xにコいて Mar七inp工o七法を適用し

たととろ，前報の上う主直::.lf，司f系 i;J:j手られず下に凸の放物濠翠の j線が'手られた.

以上の結果か lら，極低濃度のヨウ棄が水溶 ~.i 中で 12 として.1在ナる，司令;主常室濃度のヨ

令に比してはるかに小さく，大草分のヨウ素はある還の解離次:ヨにあると推定される.

とのよ 5注水溶;立に有機、宝来を加えて振りまぜると解離していたヨつ繋¥;J:再び徐 k に結合

して 12となって:':I!JU'れるのであろう. 冨低濃度のヨウ素コ解離反:占として主文つ(1) 

式が妥当であろ'5. 

工2 十 2H20戸 H10 十 f 十 H30十!・・・・・・・・・(工)

-13 
Zの平衡定数 l主常量濃度において 3X 10 と求められているがこヴ値は3低濃:1，")-:;主

あてがはまらない. 一方有;童相に;~ .i:I ?;'れ';'!:;ヨウ索{士一部?}~後宿中の水によっ:上ゴの

ように解離し.夏に生成し之 H工Q(;):反応 (2)によって 103-を生成アるごコであろ J• 

3H10 十 3H20 == 3H30十十 103-十 21句・・・・・・・・(2) 

反応(1) お上ぴ (2) を仮定ナると育法相におけ 3 ヨウ索(工2) 司~i1合J: '] '， A福中にとりさま

れ3水によって著 1，(影菩を受けるととが'5:j:ずける. fJlち老硝を用いて有 13沼をあら

かじめ脱水ナ:5)，とれらの反応 i;J:右辺への遂行が詰主えられ，問?に生成じてい 3イオ p

型のヨウ素の一部も水とともにを硝に草われるので:f!河内に 12ヴ泊合 j)i大::: i: :5 0 

脱水しまい 13令!主反応が進行じ沼対的に 12 の割合が小 !<工'3. そJ結果，'i"~ J c: 

2規定硫酸と振りまぜ:?守のをト回比があらかじめ主硝を用い亡脱水ナる〉守 hにょっと

影守を受けるのであろう.
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2818 地 f伝子薬及アンナ毛ン(1りイ方ンの J_K;客三夜ヂ Iこお'1J 5喜存持久倍、

まλ!f 1七 有蕗イ言身 馬刈久久 O~ 司手

/)浮。向借 金 品 'Cあるアンチ毛ン巧イ 1 ンの水柑 1之あ、 '1J;多fj.;jr，'廷につ H て叱マク

ロ昔円安易/;;-{:伺 Lてい〈づ炉内扶者〆1".:<れてい吉小・¥、、また持討すぐぎ手〈的問題かh ろ

し ー方ノ トレ〆サーー量司 t;--i旨 {o 小、-( 11:扱」在〆ト、よ 7 "'C..れ。 アンナモン仰'J)，(りの

-1 ;1ンのうち (JJJ) の t今のみ〆ジナソ"ンドょっィ有千鳥;:![;-.t#，口 !roJi'."i佐 々 こ E を知ったの

ぐ¥ トレーす -fのアンナ毛ン (/1)) イズンの過 td，主t，jjえ-.i.屋義景品矢すトリウムよ%-iR.'I'にあ・ '1

;， ;多存保‘廷を ;t4 .t加~， ，2'; "よリ研免 L た。ぜ岬 i吾呆を抜%-す 3c 

.2.)全長女。ィ〉トレ〆サー。 アン今毛ントレ'サーどしす J;t 5b -125き 役 場 L た。

Sn-124- の熱 4ナ主芽照財 Iコよ? -(碍られる品ー12!i '" (3-，案t_，ごよリ生ず ; Sb-/Zよき

教枠 外 /jj紘 L てf争促 rl 502.， を，えきこんど， 3b(川，)T L ジチ y、，ン F 、四 j~1ヒ 1色素て"抽出才れた

もののみをトレ r サ- ~ L た。

ロ)1}w(， tじ司，!i"J.え。 Sb-12.5' (111) の過ゑま後-i.量全ネ幸:政ナトリウ:ム漆吹(づ方ンf長友C
E 精製 L 六ジ'今ソ叫ン時世晶化宗寺，~会吸の与体坊を，ーえ i孟/支て"アン手モンの &-í&Jι〆字街 1:

iZ 才~ ~て‘.~~ ') ~ '<i'六時ち p 向車日 r らーえt手坊の議吸を Z り， ぜ/}l J(." /}し Sb -1え‘「白状針

従を ι9.'l.:tl.， / /jj iJG tじき求'呼 fち。

/ ，)水平日 a 水去 1;l'ン i葉/支の判え。水素ィ才ン諜ノ室四位、， r 二ちは rH討によっ
2
水素ィ

方シぷノ覧のあい E ニ " 11;渦え(:J:ヮた。

3) ，f~ 系 0 1有対欽 ff 1Ji '("，綻秒/亡 /jj届己比ノ核抑"謀反告と 1 "タ肩Lとレシ'*， :/'レ3来皮の

グ'ラフ '("fJ-えの水素イ方ン f来皮肉下て目'勾此 3 のJj_，保芝右 3。 丑た /jf庇 k仁戸 .?Jにすィ 1 ンよ来

及品7"アアて'ば r えゾ手ソ"ン 5嘉皮"付l.. S>  fH > 3.~ 同特埼ピ匂jlO 司直球， υ>]'H

の母宮城て'勾厨色ー/ の直後ヒみ危すこ芝 8¥"'(" t ~ 0 ヨ.S- '/ f J-) > 0.5 Q)守身高;て"は曲線ヒな ~o

与) ;5 ~塁。ア〉今毛ンイ方シの~~ト~ .i.昆4芳純 4 芹ン Z ア〉十毛ンイ才ン間町命づヰン

栃成J〆ども":ii右手史 τ"d' ~ "ずれは"， .r w :J:'， 及~・。 F 殺さにすよひ砂崩巴~t. ~をつき口司ょう 1:1fく

~ " b'" '(" 3' ~. 荷干J¥宇目ず円ィι号法 I式三')'主之みなす。 (H:z_ 'D，之=ジナ Y‘'ンJ
r-t託的"

5b (OH弘(H'Dz)帆 (t!E )寸(f'-m)  H九D又 (0仔〉

チ

ニ;:;.(OH)3_/" (HDz，)" (on.J) -t ( 3ー n-悦 )H (li.!-Jナ(穴ナ P-3)H20 (ap 

&==亨 [;{b(OH)吋(H])z ) p ] OJl.;r 

言Z[SbfOHJn(HZいと件帆Jt:t'Z-

f?. E. Co 仰jCた~ W. H. Mc Ve..'j t7) 才 5去に従?で利均昔くを変杉し， アン十モン

(IIJ) イ方ンの配位 Zえが 6をt立:えぬ E して 4f殿目4E 采土叱較す~ ~ t= 3〆 ?7t:O  1::々 フて

fm:t'. *-必のー般丈島・ょが'1)iiJt比 l古ヴ&"詞よ'7F 'f，局革"1;; J. 
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Sb(OHJご(寸) + 3 ゆえ{吋);:::::Sb (ゆ~)3 (吋)十(3-九)ば f吋J

す11.ト120 (~}) 

も_Csb_ (HJ)ぇ)3]。九3z E HaDz了。寸
-
干し河川Jご九、呼子E;tHY;:? ( tぐ札 rtえ主主二〉

'tOi.i.喜呆 E よ勺友を史くう〈て ，1<才日ナの主な 3イb宇品を ti 5">}'H > J.S' の1'ðJ土~.τ " lot 

'::!b ( OH) 3 J は >fH "，1'安成てぽ Sb(OH.ダヒ々 ;'0 従って幻 }'H> 3.S"の均成 τ射てい

3宇eJM.!及'^'-:町皇?の主及 A;n:

SO (OH)3 (a.&J チ 3H.zD:;(. (0凡-J);=三 Sb(HDぇj3fOAJJナ JlI.zo(ザj・.~i:.' ω 

ビ会主 長 H 0.5 >I'H 司神域， -r:ι 華てい 3抽fJ:'，及応荷主芦の主友/A'_.}古

Sb(DHd 刊 p ナ 3ぬ])z吋 J戸 Sb(4LfOAfyJ+之 HzO叩夜必ω
乙~え~ I/L ;;，。 少 >i'H '/ 3.5 1: 0・s> I'H のゐ守安時ずそ Jn そ"I}L &.ti:..ω> (2.)のみ 6、凶

是主寄 τ"J 川 Fええし J 安時7"-1 q' .; jj乙'め r，.Aぇ:(1)， (2)丹新華fえな Ke" Keえはっき・I司

ょう f・・ Jう~ 0 

( Sb (H:Dz) 3 J 0吋

κEJ-fsbfOHj3〕azC HιYz J3。γ3
=斗刀 y. 10/

0 

Kp_ = (S'b (H])")3]O叫 (H勺"'1.e~ = --...，，， ......;)..... (J''''::J ....も"3. '1-ι(/0 

吋 [Sb (O I-J ):/Jq~ [H.z7)Z了。ι3

ベE伸《にわたっ τ及た (1)， (2)-"'"芝屯 Iて起きて い吾之 Lた...;{ゲ，会両t比 3は

1『 CSb(HDz〉330Y3
ー σι (6H)l]"'t 1- [Sb (OH{T ]，咋

〔HzDz130γ7

I (H勺nO

--ー + ー-ーー-.， 
)( e， l(e2. 

正々 3 か¥ す苦" '-丘イ，'，(e!;ドオヒ固め宍 Ke，l:: Ke.えのイ直喜代、入 L て t l:: [Hワワ 司 f均係正 j"

'1 I Iτl '-み~ 1::宮:吋の椴線 Y よ 〈 一 致 す ; j" 

ヴ寺、， rτ7γ ケ込ン (111) づ方ンの水相ナ(:品・ 173 n. f皆吟加水分持友夜、町『フて事 3

'3b (。竹ナサぬ0 戸三 S6( 011)3 チ Hナ

き E リあ 't" てみ~ "， 之町場令勾手#jヱ乞紋 κ1:.
3

Iオつゲ'のよタ 1: L てオ〈められ~ 0 

K-P == _i5b (ωョベ[H勺
-p == ~ 一一一一=ゲ X/0 
町 (Sb(OHζ] Ke， 
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1819 放 射 惟 7 y 4-主ン叩イじぎ昏タオT曾ヴ (その 6)

品争久長究射利義人督 。キ中ノ京事尚 う可原崎正え菅沼寅喜・6奇村監旬、・ヰ:?t.l1>告

1 具~:庖吸う事 5夜守の君主針性ア y 十モシ|三印(0 品、 5 の I 維を照射 L た結果!っ、、て 1 1:

一昨年の日イ己主rJ.会主・よ令、、昨年内 J争針梯必ず、報告してきたが， さ与 1" 試朽の比放射能 E イ~

< Lたt向山つ、、<:if ，~~~脅すま行い， これら巧 t、古来王比較放言す Lた。

之.方法. 1時 Sbl1lI:) t..ーえ呈添加した Sh(1lI) ') H Cl落現((ST(l[) = '6.2.メ 10→門ノ

応援射能~ b 8.r明，.c/ "'1 ) ! 試粋者投乙しノその HCL法度主ス0""11.5/'1の(;1:ん ι1

Lユわたリ東えたるの3 在 .0Co がEのよτ嫁 z"‘照射 L左。ー定締壬キ(え 3 x !θ ヂ)"/.J.，.) 

で照射 Lノ照射時閉め緯1畳』義 lニ生骸 Lた lヰ Sb(γ〕志、 tも:'SbCγ)  の萱左現11足 Lた。

12争5bげ) "& 1叫 Sb(むから分自主す ';;1乙イソ 7。ロピ lレエーテ lν抽出埼 lエよ九分離~ 1!."-~(句

)ま ST:S3 町骨ヲヒじて (i-M 計数器ぜ、計敬して lヰSbeγ〉司住民え石介芸評玄米め免。 51:>げ〉主

5b Clf)方、長介駐す吾にイヅ 7
0
ロピ?Iレー ーテ Iレ補血主主 lニ川，外生 Lたsh(γ) 1;1:ヨウづまカ

P ウ 4~生ず比色定量1" I 51， ( J[) q， 1鞍 ι~^奪(侍包) ~ぷめたe
3.主主ll.試枠 φ比氷射能tBf守幸臣告 lたそれ.J:9約 /0倍 佑 く Lノさの HCL落度 lすム

記 ω);J:んい 1:わた勺て変え危吉正粁 Iュt線五照射 Li生。その針案 I呼勃 (v)のと主威ミギ(幻

主眼射時間 (t)k の関市、が Fノ司、1i-/2.件以 (1lI)の萱〈ヨ()の対故と i孟の J到i'f..lJ..tJ困問手本!こ

直録商仔、五三下~ ~。 ごれか 3'
ヰsb(1J[)町持存?:fが dヒの '/ぇ 1:夜吾 I:.-f-r ?日手前(なJ

7;¥" jf<.めちれ作。また shc百〕につ H て町厳ィiv/.λ争(G包)を瓦劫た結果， 4ljj_k l /政

)~比例 l羽え主ぶした.す恋わぢ G )1 tぷ=ーえ l: " 7 )刻~ 11.;会 HCl のj農良!こホたって民

主~ ~ 0 な五またG- 1~ ヒ HCL お差是与の J羽仮事よぴらヒ HCi :$度上の周章 )1I Fづ.A I乙木

す丞j直線照骨、まぶし広 。 ♂元じ比t.~放主射 t能色 1" つ小、H、1. / Iノl叫吋<;b(げγ)主L、よぴ l凶叫SI(耳ω〉丹夫 A 勾 t比し

斗、;立';r}勾..s.)ω) . ~い即 放例脅射桝f什青能E司走トイιμk隈附勇豹T稗嘗侃ω)kυの周係主示れM吾とノ

手斜↓ 〉イ__...- 叫Ft.3.s {戸乙 z付、寸す韮孟し 1げ<.~ð!~. す肋ちドいl悼川z

却，k_，__.-戸布め ~吐丈 J300?有能E.¥川zげデ外ト枠聴射町 当初怠漁1エ汁常増皆人 Lて申か、 5可頁 yの盆 4

叫∞:<t v叫ん 、品。。乙で照射時間内位進と尖!こ事長ヮ付Tくが J 同 $'t(古川
征)'， "CK I 

E 比放射能の変ィζ1まゆ 3マかずお多。 之内閉11からつぎ、
.20 '1.0 6.0 ~匹。〆0岬

川人 Co'l1c，ザ似(1'1) のご k介、、らがや考察された。

苛'.-'¥. (五色皇〉 。君主射同組孟f長Q) tt，放射能 m 家ィι(I持{~ I昨S't(γ〉の
'!:，l.Dr .， ---v- (;I) Spec 材 V.
" I ~ ~'I"-'l-Sb何 時九) l~ つぎの反応司競えいよ 3

争o~_~-~ラ.4-ー 山一物〆"~5bt同一!'!;1(Y")， l2l<sb(m;) -+ sb lv)~1も吋

• 寸 Zshe-AdJvdt勧 jn) ご即時勲章主切れ打わ I<l: I ム酬の比放射能ノ

/.0 o?、o 3.0 世o d心
R (" :'>.3ぷ/0"ト〉

吃~ H α 号車 t-.;‘ょが慣耳l\~)t 量 it 1=ょって若レ <J乞

3生される。
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2820 第二セリウム硫酸溶液f'(:l:;-ける Oe-144の自己放射線効果Kつhて

東北大・理 塩 川 孝信 八木益男 o泉類詩郎

1 放射性同位体の化学的特異性を考える上Kは，それが生成した核反応あるいは，壊変K基づ〈反跳効果と，

自己放射線効果を併せ考える必要がある.特に溶液内ではそのエネルギーの大部分;dt吸収される a線.8線，

内部転換電子念どの自己放射線効果は重要である.大線東の T線 .X線，電子線をどを外部線源として用い

た放射線化学的研究は少〈左いが，とのよう左目的のための自己放射線効果K関する知見はいまだK乏しい.

そとで内部線源として. Oe -Pr - 1 4 4放射平衡系を用v> Oe (買)ー日.8N 硫酸溶液K対する自己放射

線効果について検討した.また一方 Oe-Pr - 1 4 4 の8線スペクトル(図 1)から 8線の平均エネルギ

ーを求め，それと Frickeの第一鉄線量計から求めた 1君臨変当 Pの平均吸収エネルギーと比較した.

2. (a)試薬は特級品を.7.kは Weiss らの方法f'(よ P精製，ガラス器具は水蒸気洗浄した. (b)放射能測定

内部線源として用いた 09-Pr - 1 4 4の放射能は.4 1r計数法f'(よ P絶対測定した標準を用いて T線スペ

クトロメ-.?-f'(ょった. (c)試料卦よぴ測定〔口e(IV)). 5 - 5日X 1 0-5 M.  (ぬ80，)=0.8N .放射

能 3-30X1日7 dpmAnl. 全容量 3 2血1 を共栓っき 1日日 ml 三角フラスコ K入れ，適当念時間の経

過の後I'C. 09 (IV)の減少量を吸光光度法f'(よ P求め，放射線還元収率 G(Oe3つを求ゆ先.

3. (a)吸収エネルギー 1接変当りの平均吸収エネルギーは， Frioke の第一鉄線量計を用v>.放射線酸化収

率 G(Fe3+)=1 5.6とし，分子吸光係数 e
Fe

3+=2  1 5日 1・即工-'.cm-1 (2日OO，3041llJl) を使って 0.67 2 

MeV/漉変をえた (b)還元収率 0.8.N硫酸溶液中での Oe(町)の分子吸光係数 eOe4+は， 1 8
0c ， 

波長 3 20mμ で 558日 1・mo1-'l .. om-1をえた. との e
Oeいと平均吸収エネルギ - q (0.6 7 2 MeV /嬢変)

を使ってー吸光度の変化量と時間から次式Kよp計算した.

G(de3+)= 5.16 X 1日H ・A E-A-1・仁1 ζ とκAは全放射能強度 (dpm)• d.eは吸光度の変化量，

もは時間(分)である.えられた結呆は表 1 示した.

表

(Ce WD.M 放射能.mc G(α33+ ) 日(Ce軒 j軒

0.5Xl0 ..... 14日 2.61 2.78 

1.2 1.4日 2.52 2.6 Y 

0.5 0.8 Y8 2.8 Y 

1.0 0.8ザ8 2.28 2.43 

平均値 2.58 2.75 I 

SW6.7 

H
F

。3

2
}叫
根
川
町
三

図.1 
Ce-Pr-)料 p入へ，.7トiレ

来 β線スベクトルからもとめた平均エネルギー

日.63MeV /壊変を用いた値.
I 2 3 

エキルキー f門 ~V)
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2821 yト港久 1-:::卒、 11るヨ2p s棋の官人民エネ 3レ者ーの抑lえ

東人本え養手苦F
-1 t:， lJ幸人主

おミラ市、エ安p， 0 ~吉村三すえ

yふ洛浪に釘 1:/る玖射化学的およか‘試射4おじぎ a9珂え 1::襟 し て l;!..ノ玖射体よリ担問、?椋エ

ネ 3レ￥ J 町吸民量圭正広に判定、芦壱ことがノ 童-*な高来通ヒロ高こ ιずみる.

ネ柄九 1;).内部緑詩、と A レて azp主f.fJV¥， こ札がら終生 1晶 P根回点政エネ ]V再.ーし鉱検

量計 ιと永一欽純量計一色痢 u て;}llJえれそ司結果t比較荻討多吾こと t白旬 ιレた。とこ

に ヒ 素 ー 鉄 株量計とはノ成J玖ラr-欽ヒ妥ヒ玖主宰 ι、0，'i! N AJ，ゐ岐お干支イ五:;?-C:) 玖射禄照射

の戸泉生広(.j o欽 [111)はノ扶釦(1川11恥l

吾… F民え執の主E吠i:，に=よれ iばま~"い"ノ とぱ素一欽制4雪包性L喧量喜討礼t1に亡為釘-rげ7 畠向両法奇宮1 勺昆殿主~A)也じは J次失司よ d 江直醐鎖及;9..A:.、

1いtよ右む町 tゼ句.ゐ奇 E堆建え一3 札{;/.

1) H20一一一一_，.. H， 011， HZ.02 

2) H + 02. 一一一→ HOz 

3) 日1 十 OH 一一一ート fe'" 十 oH-

4) As"1 
+ QH 一一→ Fe'11

-1- 0 H" 

主) A:!.v -1- 02. + H 十一一~ As v -1- HOz. 

6) fe" 十 HOz + H十一_，..Fd" -1-- H2.02. 

こ町占企ば枝;椅，:もヒづ・け If/ と宗一鉱線量 ~t 1亡]，;げる拡(川)吋安端的川崎椛民主手瓜

i丘.11久的に J失点τ占えられ右。

G( fe'りー (z+も)GOH 十 (J十全)G衿ヤ (e+- ~Z) G- HZO 之 め

1且 νノ 長= わ/走4 ノ χ=  [f，ιFe"問εdJ円"つ')o/fAれsゲ♂♂"川叩"

lωO∞Oれ坦γ 当れりの e吸及荻口上hつてし，(1ωlけj可什及 Z応むむ.イ.ι建A政攻(1川晶 H， 0刊H)H仇ω£刈Oμ乙の翁 3玖て-ゐみ右 ，t従ι乏ιヲ τ

G釘(んd川η"つfつ)の f埠皐 I同-;t {日良問つ。/パ(Asぷ♂川"川勺tυつ'].偽 1油'~，亡よ ク τ乏4リ九ノ ; 今 f佐企 t，Jふ、 3 く i .Jれιば G前fん，つは欽4年量計

r: 比較レて久きくするととがて~ゐ。

史投によれ l正ノ ヒ京一鉱;}草萱討に右け&ノ栓ì.~_J奇向 ι 鉱(11り並立量の肉官まはノ悼白守 l句担、

家リセ主くな 11，J-I..ば品保 t11-" 0 .fjえって，の肉るの肉f示8、6) 3"pのp抹の平均エ糸 Jレ十

-.1.、よびその þt試射従 gt~日ヒしてノ J2.p f株のひA民エキ Jレギ - t ;[<.'め奇ごと。、イ Fゐ，紙

株主計 E 比較レてヒ来ー鉱楳童小の容及 I'l:較惨ない υ荻十倍 ιな右両 -r，比牧匂少量司牛

~ p 株 tこよ岳エ矛け r の'o/1_氏Hî.~え 1 る :ι が可能イみゐ。

法 アシデ毛ンー鉱4事官sftL，此下 11.11.'-円撮日結果 9、得。o!'-ゐ。

* ま 日 ~Á子、矛力事会捕手負ノ (r r6J)
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.2822 放射 J唯スキヤべ、y 三三ヤ一五 l号¥¥ゐメダンの友#様化学

U'1IIv. TJ 陶 SlI..S 0 d 、ム蛙え 千.Sch明 ;dt-B/εd F. $. RoωId..明 oI.

ノ寺格宇舎 m ホづ l、ァ卜ムイに学干放射線 ~4干の.1Ift ~ 1= '1，サー吃，レ Q 反応、正水ヴ卜セ反走、左

諭g'Jす吾fi.めに 1.1'・1'1:'ースキヤべ、ュ_3-"-v-o¥"明 " b Ji.る・ 1三とえ喰う被亙九、 1:.よゥ Z 及跳

セ寸lT:ζ ・)J み晶 11 .;t放射線今軒 ι J:? l 生~・ l 巳水車」字、みのうちすー吃』レロ状態 b みる~，

1-'1 ，才レタf ン F ハロヤンぞ敏t とすみ~ 01>、 1=反丸、 I "(爪・フ卜な反Fむと裏忌ゥ巳イヒィ会坊を

粥央、耳わが珂境で laこれらスキヤペンメγ一円震え:‘機樺主ヂ検討守会ため p 表4簡単 u承

乙 l てメ?シ亙えらが f株主拡射 I1.水車d長十ヤヲ P 汐 1レ左佐布せ lめた o ニの之、、，ス

キT べ、シ;;>'¥'ーを(.1'1-で縁言者 lτbサ.;):.) !t.~'、物師寺文ョヰヲ位宮淵た有る=とによヲ t 争、内線小

九費 11:..童話L本 tやし主1).:a*町及えニ過手主主将る二l::"てでミる。;f駐車oA長 化 水 家 主 ヌ キ ヤ ぐ シ ジ

ャー乙 ( l明¥¥ T~ 主あふ p 枯梢量存准する麟ゑ計指材育巨之予すっ佐高吻出八・ 7 ーン比大さむお

穿玄布、よぽ宰こと乏事宅島主力でa夏季向初J表ぜ棋討 I1= 0 

十 Ií=-*泉寺ゑ.~) bO守ユリ-" c/・Z" ，1~ 射 iえEγ1<1.彬 λ3 )( 10-' rメイ「司 F重奏主将ゥ τ

叫色。メタシ 1;) Tld. t~ esol1の枇品主庁佐炭 lごょっ τ持朱 L.J ニオ(/=ス者 T べ';:，. ~r-~ ßDi.

1 ..，‘J，.- - 7・4-・7 フ・ a →、.r=. /試錐 I2.，向島管ノ O 川町 I~ 司レブ 7 人・がラス修/=吋 λL

て腹、射 1T=. 製、射 4が~#ト去、I ぅ、、今刃沙ラ~.a.時\1 "(-I.J、、スクロコメァろフ YI¥Iごょっ，17-祉

党量 1i:o.てス・ピーフ 11厳格導是也被広最 k よフ Z汲'Uミl)椛 11 < 7・0 示。-"ヨナレ万

ウン 7ーによ勺 τ放射粍ヒ・-7乏言lて鶴 I;= 0 

1>ιH4+H.c.冒C!<f付2毒l

C件目ょっ T槽靖され巳生b¥:望夕、d:， c1.t ，) c" I之川怪奇司 τぜ千食広士れ主 ψ"，主売のど椅壱々

今広大別される。す Q わち，事~活 1= ‘ d: :c: 1ンノデ P ペン去、J: 1J.，- アアシザノ 4委~ 1='"メアン

λ ソ 7‘、 7ンノ A ソペシ 7シ;J;-よかさ:;..ワロ 700 1¥0シ tJ~; ~~-).F， <r ~ 0 :t: 7ン ，7
0

口 ，{';:;_." 7‘ナ

シ丹生《税格.;l'"同ホャれ次々エょっ 7鋭 崎 さ "tるe

C. H4叫ん→ 号三ゴウル.> )/.::rシ } i%;/)起 17与-，水薬局チ
.. ~中

ト1・十 H. c=♂叶z ーヱ!..， 也c-eH; ・・・・・・・-.. ・・ ー ー 戸田・・ー一ーの

もにー乙H~ 1- e 1-13 ー与時c-叫-cJ---ー司- - --ー.， . . 同 a ー ω
# 川司ト一 手#也C-c叶;-t HよーとH;:_f:互参他c-乙吋fι.!T..-c.li~ . ..ー・" ー ー ー- ....・(3)

Hsc-eぜ→ ch」~時C-cイ サ ιパ3・・・ーー-一一ー・併}

畢" C141"，棒、事責古臥ち=乙孟守、ヰ。

ず "Jぺマ〉貯 z。が，"7プeヴアン 1';1 'l円{佐で t山ユめめどm労再反Aん、 B山こよ勺 7..i:生 d久弐1(、亨占 d副1γ九、

J '(fぴ'Iiμι完淑q射T宮従Eめ三減或刻員ι剣Lゆ1伐史荷4泉表 9掛、 コj房苦 土a小Jれ、，'"‘ )λ与J宇」‘苫 少ロ 、川、hB 

凡c-= c吋f十とち........!L.". H3己 -c也一三H7--hFa- ‘ー-ー【的
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! ._. 1::6 
H3 C一 ι吋ぇ -uc ヰ C 吋3 一一--，1) 刊3C-C.吋2.-α-12.-Cl-t~ --一一ーーー-((') 

H3c-cH2-εHf + C吋4.....J::z→ ゐc-CH" -CH1 -t何3-ー←一一一ピアj

ーヨ繍イ量均分(--J?告 4ゾ 7'-'1 ン~ -1ゾペンアン 1<1，6)'ユよラ Z 佐々 、「た 70ロピ V ヲ三エO

Jレがλ ソ 7'[J t"いヲ三三歩 11//二 4ソメヲイズ‘ l~売 4、 1::' メチルA~ 円 ri1エナいヲタ沙ル.-.51‘再

結必 IZ広式売を内乙君主主ホる e 司完-;'-70 7・ロペシ，n--生々写会::z:._ '<1 J メ4レ〉がヱ

J十シン出ユゴを結ノ合/=-吋bDI -Z生生、.，φz 老ム~I/l興味.ll..2J、け。

定>CH今 寺Hc=. C叫晴、

ι件t‘棺ま貫主ホ E生々吻 'd~工チレ;:..." 7
Q

Q éO レン ~ 7--7 ;;;-:t:-ン~ '" <;ン/ 79 0 J¥. ;.... J 7・‘

?ン 0..:--'1-・み')1J--il手Q{tふ 1~ ・z 長巧匂~p..射1'=よヲ τ 』寄生1..--， セホ 1"汁兵、 IZ舵手D/と4会す争点ρ

増加有ゐ a 宮司粁+血気;;01必元文射能.-;} l'寸古手 L ン:#'(;季五す告か~.... Iい=為、、1τ 扱有符l羽左
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表1. 4N塩L説中z"生Fx_'しt-::.200 T _Q_の祇~、
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.3，;乙 ~8 48' つ三 100 

言t1.. 11.& (0) ( 1 Od) i (41，2.) 
は・ソコ内山一種 1=介函乙ち 11したと (lR.乙主レ宇品今町期待i瓦1

忠一主放射脚'J主(;1:すべて 104-1";t. Jレシンい-/-!J /'スペ 7 卜b メ -'7ーを凋けて

み:tj.フ九木屠 t ヱーテ )v)f(= ~. I1 て :>..00T _Q_司'31>予 bずの山本~壱令崎分 i且 E
;siJ互L手.ご勾湾同時(=-全tx:すも 2.IT又の(b 7 1< ... γ l' I ~トお害広4-くうずは" l孝

之うれる.

1:.1;'二E ゐ加減対 tごんけゐ支駿 I d.ノ長平#{.手〉ほう〆 I~ TJ. (吟たよぷ了:.Q(瓦) U特

Tよらが(=)良ゐヲ Ef豆{干~ Ltl~" たも q .，8.ヱつ司昏晶表主っく?それうを -#l.占して仔、

手. ご司ー何~ ~ 1 1=本し tふゐ?JU..d丈ω何人1) う司持率昔、 5jl~ らかはあ.) (. 

TQ.c工)ζ=三 0.(則 。電子長受ま主(1. [lR..コ/r.Q(li.)司乞 Jレ氏ぷ J.S-の長， r，桂小として

t孟季イ Z ンヨ患4 "，約二来 l之氏1~1 して噌太古~ 'tえ勺て急成Z車j主 lλfJス.J:_1= J:.: "ド'.p) 1t~ 

l率先今大でノ TえE工) tよ5r，.::ド T.R.C.瓦〕 中"l 2DO T.9..司t:t放射保降一掃 ιIよって、も k彦

えzベをピあ?ノゑ 1司法未奇このことき示しし、ヶま左ご司お呆 lふ 200Pb:;事えが良企

1::非核恥性/)')う久 E仕事な"とと E示してみつ，従フc: "金:-1!!イ卒。 ('ffコ主主験 l主との

存在司実験勾帯危 1=J:) ，.て{主主 1"主任体 tj書記でよ"ごと Eネして・ 0，
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3825 有機ハログ Y 化合物1'L:j;>ける(r . n )反応の化学的効果

東北大・理 趨川孝 信 佐藤敏郎 o伊沢郡放

1)核反応の化学的効果K関する研究で (n. r)反応κbける脂肪族ハログy化合物を取扱った例が Bzil町U-Ch記盟国

以来現在もを台数多〈ある.中でも臭素化合物K関する知見が多いのは，化合物の性質，生成事実種が倦のハログY化合

物より取扱い易い条件を備えている故とも考えられる. (r. n) 反応の場合Kもとの事情K変 pは左いが，従来との種

の試みとして著名を例は VOigもらηのものK限られ，かっとれには現在では種々の問題点が見出される・そとで

C2HsBr I'Lっき (r.且)反応の効果を検討するとととした.

2) 充分精製した C，H5Brを褐色ガラスアンプルK真空封入し，日本原子方研究所の 20MeVLINAC'1'Lよる制動放射

線照射を行った.常温 1時間照射後，試料を暗室中で日.5MNa2S O.水溶液処理し，有機，無機各層の放射飽測定を行

い，有機層KついてはさらKガスタロマトグラフィ一介離を行って放射性生成物の介布を調べた.同様のととを C，HsB:

とBr2の混合物Kついても行った.

3) Voig七らは 4日MeV電子線の制動放射を用いたため (r.n)反応以外の核反応が生じ，結果の解析を複雑Kしたが，

本実験の 2日MeVでは (r.n) 反応以外は認められず，測定対象核種は師、r(4.5h)のみであった.得られた生成

物の分布状態は表I'L示すよう左ものである.

C2HsBr単独の場合K全有機層1'L?t布した制"Brは."2.3%を占

め. (n.r)反応の 32%のと比較すると異常K高い.

とのととはもig七らの実験でも認められている.Br2を混合した

ものはいわゆるスカピンジャー効果によって著し〈有機収率は減

少しえ .Br2モル分率 0.3 7では ι7%と念 Pζの範囲では熱領

域反応が消去されていると考えられるので，前記高収率値は大部

分熱領域反応によるものと推定される.熱外領域反応の割合は

生成物の放射性収率制

生成物
臭素モル:fr);巨

0.0日 0.17 10.37 

句I.Br 1.5t咽 日l明 1.0l'噌

口2H，;Br 49.5 28.2 1.4 

CH，CHl主r決CR，Br) 1呪7 6.5 

BrCH:! OH2Br 17.7 5.3 

その他 3.5 1.8 

無機相 7.7 57.2 ‘J五5

(n.r)反応の場合と同程度であ Pとのとと K関するかぎ P予期されたよう K核反応の相異，したがって反跳エネルギー

の相呉Kよる効果は認められ左いとと Kなる.ガスタロマトグラムKは顕著左口瓦.CHBr2 • BrCI甲南Br の生成が認めら

れ て(r .ロ)反応では放射線化学的効果を伴うととが示され，とれが高有機収率K寄与していると考えてよいであろ

う 8血Br 再結合の主生成物は原分子である 02昆 訟 で あ り. BrCH2CH:!Br. CH.CHBr2• CH.Br . CH2Br2 まどにも分布

して会るが現在主での実験ではそれらの生成機構K立入るととは困難である.放射線化学的効果が(r . n )反応では

顕著左ので熱領域反応系は一般K複雑とをろう.

それ故当面熱外領域反応K注目して再結合機構K立入Pたい.

1 ) A. E • Riaha吋 S阻.A.F.Voigも. J.∞恒.Phys.. 2lI 845 (1958) 

2) B.Knigh色.G. E.MiHer. P.F .D， Sh;即 J.Inorg Nucl， ch坦. . 23 、15 (1'" 6 1 ) 
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3826 35cc(n， p) 35S 反応の化学的効果に影響する諸因子について

原研 o吉原賢二， 海老原 覚，柴田長夫

〔目的]

35"."，__， 35... =.......__"，.，_ m ._，_ ，....， 35... ーーーC.t(np)""8 反応の結果生じる E か 8-， 803， 80'4などに分布する手とはすで忙知ら

れているが，結晶中における 35S 由状患 につヤては恒とんどはっきりした知見が樽られて

いない状況 eである。また厳索中水分は結晶全体からすれば少ないにもかかわらず，相当 F

35 ..， .， .........-ーバ、ーセンテージの S が 80
3 や S04-.などの酸素原子の多い駿葉酸となるメカ=ズムはまて

・たく不明である。演者らは日化第 1 6 年会においてロ紙電気泳動法によって自由 803-

SOアなどの分錐をおとない，二三目アルカリ金属塩化物を原子炉白中性子で照射したとき

35 
生 じる 自由化学形卦布の決定をお ζ なった。宜報告ではアルカリ金属塩化物のほか，ヒ

ドラジシ塩酸壇，ヒドロキシルアミン塩酸塩などの塩化物，およびアルカリ金属塩化物 t

35 
単結品などについて""8 (J)結晶南町状態，イオゥ酸素酸の生成のメカニズムを追求する

た 3むの研究をおこなった。

〔方法〕

塩化物的結晶を JRR-1 ， または JRR-2 で照射した。結晶を71<，精製メタノールなど民と

かしたのち，ロ紙電気泳動法医よって 358 の 各 種 化 学 形 円 分 離 を お と な っ た 。 S固と他の仕

学形 を分 雄するには日化 16年会で発表した方法のほか [CO(NH3)J3+ を沈殿押j とし，ロ紙同

で【co(NH3)6J28'3 の 沈 殿 を 作 る 方 法 を と と るみ，よい結果をおさめた。

〔結果]

1. 担体濃度と p 耳目影響

35 
中 性 子 照 射した N a 0 .t白場合について S の化学形分布が，容解のきいの担体 (Sて80

3
":

80;- )濃度あ、るいは p H 1 < : 影 響 さ れ る かどうかをしらペた。 S"'"7 7 ク シ ヨ ン の パ ー セ ン デ

ージは加える 担体の濃度を変え，担体聞の濃度目割合を変えても変化しない。またアルえ

リ性が強くても弱くても結果にはほとんど 影響しないことがわかった。

2， 溶媒の効果

中 性 子 照 射した Na C .tについて，水 K とかした場合と電導度測定用精製メタノール1<: t 

かした場合同化学形分布目拍違を比較した。第 1 表 K 結果を示す。メタノール柁とかした

ときにa は溶解時に sーの担体をと〈に加えなくても 358 は Eーフラクジョンに一部来るが，

水に とかしたときには溶解時~ 8目的担体を加えないと 35S は Eーフラクシヨ y i(全然来古

い。メタノールに'J>量的 S-担体を加えた場合 t ， 水~ S-担体を加えた場合をん較すれば，

前者自方が，>5S"司自パーセンテージが高 い。以上の事実は溶解時忙おいて 358 1<:対して
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水が殴化的1<-I:tたらくととを暗示する。

第 1 衰 照射された N aC 1. 結 晶 中 町

35 
8 フラク ν ヨン1< :，~する溶媒効果

溶解条件 35 8 の SII

2 回蒸留水，無担 体 o • 。
2 回蒸留水 O2追出 L o . 日

N2飽和，無担体

2 聞 蒸留水 18.4土日 4. 2 o. 4土 0.4

日1M 804-， 80
3
-， 8白

電 導度測定用 CH30H 5.8士 1.0 • 5.8土1.2

無担体

電導度測定用 CH30H 49.8:t4.0.52.1:t4.8 

-0.00 1M H2 8 

3. 結晶中の水分自効果

K Cl.でとくにいちじるしいが，結晶中町

水分を真空，高温で除去し，これを中性子

照射すると，低原子価 35S フラグシヨ Y が

増す。また水分の音量の 'T ない単結品で

空気 中照 射的 場合 を検 討中 であ る。

4 ヒトラジン筆酸塩とヒドロキ合ルア

ミン塩酸撞

アルカリ金属塩化物以外に還元性肝強い

ヒドラジン塩酸塩 [NH3N耳 3 ) C 1. 2 および

[NH30H)CL の結晶を中性子照射した場合目

35 
日由化学形分布をしらベた。類似した選

元性物質であると考 え ら れ る に も か か わ ら ず [NH3NH3)C1.2では 358 は低原子価フラタシ

ヨンにも卦布を示すが [NH3 OH) Cl.では 35S は 80
4田フラクシヨンに集まる。とのととは

o H グループが生成した 358 1<強い影響を及ぼすととを示している。また [NH
3
NH

3
)C1.

2
由

場合で特融的なととは 7 ルカリ金属塩化物では溶解時の7J<の E量化性がきいて来て，無担

体では 10日係 804ーが得られるのに反して，との場合は無担体でも 358 が化学形分布を示す

ととである。 [NH3NH3)C1.2 そのものは諌担体の 35自04 1<対して還元性を示さないから，

35 [NH3NH3 ) 自分解生成物が 8 1<対する水の酸化性を保護する役割を果しているととも推

定され る。
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3827 

立教大原研

イオY交換謝脂系のホットアト唱化学(署長5報)主としてヘキサアンミ Y コパノレト(1II )錯塩形κ
おけるカドミウム上回影響

松浦辰男

錯イオンをイオン交換樹脂に吸着させておき、これを中性子照射して中心金属のホット

アトム反応を利用して照射中(カラム方式、流動法)文は照射後(パッチ方式、通常法)

の溶離によっ て生成した R 工を濃縮しようとするとき、試料を照射する位置のカドミウム

比(カドミウム箔でつ与んで照射したときの試料の放射能。てたいする、つ L まないときの

放射能の比)が、リテン γ ヨンならび陀分離成分の比放射能および濃縮比陀かなり著しく

影響寸ることがわかったので、。o(NH3)6 R 形の場合を中心にその結果を報告する。実

験方法は既報の通りで、両方式における結果 を 参 考 の た め 一 部 既 報 値 と と も に 下 表 ( 1 [ 示 す
、，

>、- 樹脂形 照射場所 口dJt 照射時間 放置時間 リテ;/ -yヨン 比放射能 濃縮比

ツ 。o-hex 気送管 2.5 5分 65分 16.口% 3.08 }t y1ng 135 

チ " " " " H，280 39 2.66 126 

方 " 気送 管 Cd l " 270 2五日 0.298 91 

式 " 
サーマノ11:1ラム 25 67 1 ¥64日 10.4 2.78 482 

実 樹脂 平均沈速 リテンション 比放射能
備 主管樹脂形 照射場所 Cd比

番 量cc Cラ/min % !C/，碍

カ 15 CO-hex l セシン刀トツラレJ(レCT) 25 凸4 1.37( 1.95) 3.26 NH.R付

17 " l CT-C (蹄 l 5D 0.46 0.4日

フ 18 " l サ-7〔JTldCラ〕ム 25 5口 0.9口【1.59) NH.R付

19 " 10 TC 25 2.1 2日6(2.95) 27.9 
" 

ム 2日 " 
1日 TC-Pb 3D 1.9 1.19(1.64) 27.9 (ne七67.7> " 

21 " l日 TC 3D 2 24.6 " 
}0.65 (1.日7)

方 22 "(21よ尚一J TC-Po 3D 2 26.9 " 

16 。0:-6d七a 1 ロT 2.5 2 48A 1.54 CH，COOR，付

式 23 " 10 TC-Pb る口 2 32.2 1.5 (net-45) " (内部J

10 口。 -en 1 CT 2.5 7.3 14.4 3.日-3.5

24 。o-en 5.6 TC-Pb 3日 2 24.0 NH.R付

25 べ24と同一 T口 5ロ 2 
} 3.5 (4.2) 

16.2 " 

これらの結果から、試料を口d 箔でおおって速中性子のみで照射したときは比放射能の

減少が題著であり、また速中性子成分の少いサーマルコラム内では反対 K 比 放 射 能 が 著 し

く 増 大 す る とともにリテン γ ヨ Y の 滅 少をも屡々見られるととがわかる。このことは速中

性子(及びγ線)は反跳反応と併行してもとの形の放射線分解をおこして分離成分の比放

射能を低下させるほか、ある場合には再結 合 反 応 を も 促 進 す る の で あ 為 う と 推 論 さ れ る 。
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3828 イオY交換樹脂系のホットアトム化学(第4 報)トリス ~T~ザラトクロム錯塩形

立教大原研 松浦 辰男 O 泉水義大

( 目的) ト'リスオキザラトクロム形陰イオン交換樹脂系を用レて〔口r(02 04)' r++V(於i-t

る Orの Sziユard-Chell:rners反応の機結解析をする。

(方法) 主としてバッチ法を用いた。照射場所は、主 K 、 T R 1 G A 型 原 子 炉 の 熱 中 性

子柱内 を選んだ。又、この中で、 7四厚の鉛で出来るだけ 線量を減少させた場合につい

ても行な っ た 。 こ の場所は、出力 1nnK Wで、熱中性子束が約 3 X 10 10 n /叩 2/ sec 

速中性子束が約五 X10マ n/訓 2/6ec.である。又 r線 量 は 、 約 5円r，"';'/hrで あ る が 、 7 叩厚

の鉛 の後では約 2日盟主/hr 以下である。試料は、 (Or CC204 ) ， 1 - R 1)を、夫々 pH2 、 5

及 び d の HN0，水溶液中に浸した状態で、主v(6 時間照射した。照射終了後、直前陀取出

して 約 0.4M工の酢酸 形陰イオ Y 交換樹脂をベッド としたカラム( 1 cm匝 )v!:、接触溶液と共

十十十

κ試料を 移 し 、 先 ず、水で陽イオン成分 {(Or(H20)6}" (A)と(Or(02 04 ) (H2 0)4 ) + ( B )と考えら

れる}を洗出した 。 次 κ、10-2N-HNO，で (Or(020会 )2(H20)21一(C) と考えられる成分を、残

存成 分 (Cr(0204)')ー』白 (D)から溶離した。 2)I湯イ オン成分は、 HR型の陽イオン交換街脂上で

0.5 M - H口104 で B を、残る A を 6N-HClで溶 離 し た 。 ， ) こ れ 等 K ついて、放射能は γ

照射条件 A B c D 

PH4.3 3.2 5.7 252 65.9 

(0.012 ) ( O.日21j ( t~~ ， (98.8 ) 
Pb 443 1143 るl l 

熱
PH4.3 2.3 4.1 2虫8 63.8 

中 (0口19) 〈日.口32) ( 1.61J (98.3 
Pbなし 2口口 20口 29 1 

性
PH3':15 5.4 7.4 27.ι 59.8 

子
(0.015 ) ( 0.02日〕 (0.65 ) (99.3 ) 

Pb 565 565 70 1 

柱 PH315 3.3 凸.7 26.7 凸3.3
(0.01 ) (0.02 ) 〔日.69) ( 99，ゐ〕

凸
Pbなし 502 5日2 60.6 l 

時 PH2.0 10.2 21.3 22.6 115.9 
(0.021J (0.01l6) ( 1.59) (98.11 ) 

間 Pb 100口 100口 31 1 

PH2日 10日 21.9 21.6 46.5 
( O D2i 1 J 【O田口51J ( 1.65) 

Pbなし 901 I 901 27 

試来 PH 4 
1 hr 0.18 22.5 77.3 

料
PH 4 

榔 6 hr 日.056 2日 日日

注)各欄中l段目は放射能比九E度目()内は金口r量比、 3段目は比放射

能比である.試料棚田値は放射能比のみ

*)熱中性子東は約 5xl0JJ. n/i叩2/890.
速中性子束は約 7xlOlO n/i即2/sec. 

ン グ ノ レ チ ャ ネ ル シ ン チ レ ー γ ョ y 計数探で口T

51の 0.325MeVのγ線を計数し、全 Or量はクロメ

ート法で比色定量した。

(結呆〉表陀示すような実験結果を得た。C，51

及び全 Orの各化学形への分布は pHK より大き

く笈化している。目下、反応速度論からのデ

- s を参考 K して解析中であるが、照射条件

下での速度定数は、通常の場合より可成り大

きい見込みである。尚、す'線の存在は陽イオ

ン成分を執少させている。試料概での照射で

は、ず線量や速中住子が大の為本来の反跳反

応、の結果とは、だいぶ呉なった結呆を在主流す

ることになるようである。

1 ) Rf;J: Dowex1X8， 10日-2日日 mesh

2 )井上吉之ら ー分析化学，~， 121(1953) 

3 ) E. L. K i'n gら:J. A. O. SηTPY1674(1952) 
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3829 コハ1レト (111)シウ政錯塩胡ホットアトム化学的指、J'1f'"・拡1刷新'tU+的河、見

吏丈~f ， ぉ、核抑水え王室 者義イ官~， 0佐野博、荻， 拡イ号、務手

目 的 徒主予〈司コパ‘ lレト鋪彬念物 1-::.つい"z，ホ‘ソトアトム初累司刻字しが‘声、こひわ

れ-1_ ~ t-:.吻f， 毛の lま kんピI事， a主或 Lt-:. 6.CO cy A与イピ 't政ペ品〆合浄司草脅初[-:.s的Y)1" .1i'ψ、れ t

い 1-:.• しかしむが、ら， ホヴト 7 ト臼初案 <7J 1支同上司 1面， ;J;'よ1!-"主司;tt:Ü~与百数卑J 生方向6 字的 h

h れ偽冷 I~ I書， 笠手元 L たイ巴号海 l乞あ・ 'td μCo司:;1J渦=v-t}，" 事、急~I内題 t 写， -zど J. われわれ

は 2 拘よラ rJ'視主制与， SZ1老骨コ，，" Iレト(111) ラ争磁併 4ι念物 l工づい τ 守'r¥l:子、坂豹品、よグ j/

プマ、保)11射司桁混主話、乙 7主ヲ r.，..

l' 鞍 1)'1は干司、怪物 lすい草草 γ 司品や kJ司採， 象:;'Kt JRR-1骨先進軍耳、ょ γが宇安

敵手LI三よ骨， - 3 X 10" ?l / sec ・ cm~ 骨'f 1)-生子 7." I ~ !i Iif I旬、区身ず L ち J，乞ず y マ線尼身.r/;t， 

まま 4~ 号訴寺~tir 司 bOCo _ !!五身ず'JC.軍事用い. 2 - 3 X 10' 1" /hr- '"語家号4干の場初r7.、‘ -l{.flO場 l勾既

知きあ、二 f"， 1主. な晶、守 I)"!j:干ル.t1!-:‘ガ‘シ 7 全集.怪物司いずれ司場省、も， ~気岬-(J存勾も包 t ・

為、~ .，-"ぃ， IC (. (~;，舎灯台 1才 L 時吻、， 1る.爆者ぜ後，試料 1;>;>ドド魂併レ， coHt pd ダヲト q も

k 内~I!:号制1: I乞1i'融され1"-:.. とこ I-=-問いられた誠料いづい 7. 1オ， これら 2湾 >Xj卜0) A匹字拷

ベd) ".Co ""冷訓告はみ k め匂れない.

、怪物訊科 tレ1.1才J KJ[Co(C..04-)3] 3HzO， NH4(Co((;z.04-h.(NHuzJH.zO， [CO(C..04) 

(NHj)4J CL， [Co((，04)(NH3).dN03' H20 むどが・岡¥I I7れた. ニれら司言衣料 l吉川す"れ t.jl子、特

品，~ J: ，絹号棋王れ札が， ひ晶、わずか司 c".Z+ イ才 Y 司移なが~ It:められ 3 司 T・・， ~f 反射試

制も J怪物以桝1:1司核司操作'1."~ι 宇 /ir 訴 9 匹、ニ γJ い，比較純計量れ-þ.，. Co"+司告p1;合@ヨバ・『レ

ト司主~-t苦目的~ L t~ ~ι 守分説 "'1>> 主主1: 1，.. 7. Iir， さにl.ri事者阜、ょが当事峨摘必芸名舌問、、作.

lu [Co (Cz04h J 3 HzO ぉ、.t1〆 NH4[CO(C，.O.O.z.(NHI).zJ H20 10;.ワい7.Ia: ~イ才-;./ i i者不r;r>>~芸者

毛 お わ せ t 伺いられ t.，_.すなわ事，抗」狩?1.'1." /1 c.叶司務停'" L -Z 11':あ』い Iif' ヲγ/Yイ才

y 草加え t 水磁4ι拘き%厳ヨぜ-z "~'J L. 犯 尉 き 繭 1・・号接続後ユトロソ R1盤宛 1";; 7 ::J， ，，' ，V 

トき J金主主 1まえーを L た~先鋭摘弘議-Z" l:t， 才キテ::.-"- ? 11 "水中山 10J: ~ Co
H

圭掛出 L，

フ質料相明コパ・ 1レト:;rキシ Y 錨 4苧2!4i'草花方詮喬レ， あ 3 い J;f'f :.ト " '1 -吋ナ 7 ト- Iレ司

? 11 "ホル lt1-:. ;j争コ〆，"，レト錆停を"7 <.， ，抽出し，夕、主主 j宮主Jをした，時イ才 y 支拷:tt.

崎放 で I吉， Dow 11，1( - 1 X -8 司，j，指HL~主 1" J' ，締法イ 1γ き城見事官， cfィ;r.，..-古フj.(-t、均

t， 1. "l.とれ圭 z トロソ R1，孟主主 1"- 手 P タ彩芝々~菅 L た. イ乞芳 ， 6.Co司ぐ公司F舌 Jナ 3ため I二 1#

p 払"1t~勧弘北 m ‘ e られ， ウエルヰ芝レシナレ-v;;J v""草歩 ν j - I-:.;J' ; 弦お íót.. 舌~~定 L

1三.

銘菓 4巳号令権品 iti主』し 13h るにfi'j主主主体 a革， ~持苛再認時を吾呈ず， k (. I三

I<JrCC1 (CZ()4hJ~H2. 0 Iニ"7¥1 .... /iit， 7 Ivカリ咋司皐イ宇 t‘1 〆手僻ゃ害警申Jズ君、、よ l_"・‘お，

?と. レか L降イ才ン安干安，ft;す勝手家 l古す U れ F己再認性を与 i1':-. .j'専らd1た結黒から， 1弘、制#，"1¥'
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咋宜 J彪，寺'，，&1å い l寺市、、 y マ得~J:射 1-:. ;r ?吃生手九す J C/+師事リノ令がも k 紛らわ仏 1I11... ¥.1 ，，"れ品

品々 i，1<'1 [(0 (C， 04)3 ] 3 H2 0 >州4-[ι。(C:z.04)..(NHj).lJH..O > [(0((，04)(州市JCl 

匁 Eι。{ら 04)(NHJ)4J NDJ・比o ""喝でら叶舟生市~l/;f 誠ヴレド ioCo 司今存 /"'-ワい< Iす

とれ;， CJ) i:え事斗勺他言~ ~ '" I切れ l;t， 合う L 札浦向 l幻~~卜/#拘 r d?匂れず， いずれ t C0
2
+司告Y/;中

/-:.守 o% })( 1ニ司冷命令J峠られ下、.

ず y -q生年，~~吉 l乞主品当支知得初まいつい -L 1;1， j(J[Co((204-)J JifH~O 司 t&る が あ 人 主，今

合{・comfLex) {~主耳、よザ‘合 (c 。ρ ~;!k I家主れ γ れ ?、 1;J;・ J v- 守‘/! 1:寺れ 1 い.3 (事事長， ;t;;fあ、

(3ut l. ω~.... >0<./ )吋 "-n， 1.全，糾守(/守畠 1)). 今 reH寄られ Fν q- (Co'"勺他 I~ 11・4 在 if;ι 1昔

日。I司茸lli.:'Z.‘おー， と尚三 . 1"# co~'十日生或唱;. ;(キザラト函ι作手司波今吉正í~$向きら I~ コ~，-. ，νト

格続々 d 命科 1-:.主主因す d ~ r左手l. "ぃ品ょうずま地昌.

守性与.t.!.蜘 1-;:.J:畠いわ守主古， '7 ト7 ト白扮1./.. d J Co"-+司宮坂 I-=-7 い"z Jit， ~旗手'Id'内向

が γ マ縁p 私物色身 '3'-'111-"域剃iすl!t:C7>拘4有申1 I:1司神、2援がシ/す絡 "-J'~“司易堵， 京、J'v" ;A y#.の

f軍司主。聖な"..o \:..れかお占いげずべ‘ Y 昔Ji詰~ (.. 'Z " J ~ ~えられ J.

グンマ得_"~1..~ず lτ つ1\ '1 It， :W ~t 字凋 ~rザ司あ切忠正仇司 iキ thh 坤品拐 1 1-乞亡セ争 4ず-tel. 'I. 

初主をあらわレ札ぃ.

事 1専 がャ?得豊島幸 1も ;rJ コJ"Jレト犠傍司令(Co'+) 1i!ii. 

K3 [(0(C..04); J 3/-1..0 1 t. 6 主 0.2

NH4[C，，((，O，けzCNHJ).1.コH..O e.q 土 0.04

[Co(C"， 04)(NHJ)4J CL 4.3 土 0.2

[Co(C"， 04-)(NH; )4J N03・Hl.O 3. I 土 O.之

[(" ((!れ)3コ(NO;)J o. 4 :t. 0.1 〈泰男~;t)
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3830 つパ・』レト室官通の才、、yトアトムィL号(茅 f与抜)

東久r'fィι・王里珂 告す蕗ィt~号 草木健 oィy義務子

アタドインタアン:ンコハ目ルト (111)重苦必臭ィι幼の /f@)の虻位矛を荷'<I二支えた系刊に

Jついて J .8ι(γt， r) B九扮 :R t己・ 'I~ ょっ 1:1:ず 3 夕べ Iレク f ぺ今宿司 ff~ 史， ;1，-よひ"ぜのタ17
Iごつい-(/まずいに級官しぺ2) タトl易ィ万レ功皇素 t¥."持 1}._A::Iこf手長友fM:;:)1呆 t: より函il主茅 z草

J告す 3引%(曲e.1ii-手収手j を児 j );: ， こ dし>>¥." 9 -ゲ‘ツト重苦言孟司令え~ ;， t宇ゑ吋 T 羽!均f均fゑかい

あ、吉よ E を)i~ ~てい~ 0 

ふ幸艮 -CI官ヅ真、素/京多巧均実少主体転 -t~ CIT) Iミよって主主 3ィt宇 6";'JjJ采に Jコu て， (穴，γ;

及災;m J易ペシヒ比較ザ 3 ために núクた冴えの.~苦ゑ左報告す~ 0 

安妓 tュm"た宝苦土孟ltp 

1) [Co (NH3)ιJ B勺
2) [CO(NH内ω'3)SNCSJsJ九'I，;v， 
3の) [C心。(付NH均ω'3)与よゲO九品J8弘'/1.
手付o[Co.(付f/H均'3)祉1$01/九2J s九 3 

Sめ) (CO (州的3)50NO九品J s/t 

6) [CO (NH;均'3)ル;-F J 8ft 2 

7り) [C 0 (iVH3). CLJ BノIL乙

Eρ') [C 0 (tJH均'3)斗>s.ノ/l-J s/l.?_， 

'7) ('[0 (NH3)S 1 J ßI!-~ など・で・3う3。

安Mミの方 5吉/"i， Nfi4-Bn- を JRf<.-l Oう3い，..1: JRR，-;乙て"照射し，こ J礼を用、、て上誌の

ま者会島を再15Juι去によリラベ‘ Jレっき 1t~均 z す 3 。 ょの 1t令 :tJoをドラ fアイスーエタ)-}ν 

3毘4'"均寸 I! 3時 I'Jj%主置す iJ0 3 B守 I'ß~ ~友 OOC の 7K I~ ;}.手続 L ， r畠1%ン交換J童相旨 (Doωe.x: 

to w '1-'1， (00伊 200メアシエ， Na.;'i;2 ) をつめた D ラムヒ F令イ方ン支J今必ずR旨 C.Poωe..c 

1 x-f!， /OO~ 200メッ ν3- CL 空)を司めた 8 ラム E を.R刈にえを.t.~ L た P ラム苦 i呈してま昔

イ方ン E 臭・幸ィ克ンを /iì紘した。よA1-きそ司 1 、えずンレス裂試科 J!11_ にとって.~ï;~ し，

G門 3 ヴ:， 1 -て 'jヨ.dt~t litを5吋定 L た or易イ耳ン野分の技財自主 1;):， IT の陪 1:iiie I主匂め
に入勺た臭ま eOßι) て・め~ d・ら字決甥/'d /jJピか撃す'}. f会1.:1ンの苦ß 1ì 日 IJ03九 ~UB/i..

百'Zn . ，"J- __ __ _ f2，..， ..4--

品・占。"B，ル〆存なす}0 --B九時点'ARナJfιi孟 1)f..ミェウム σR収率長を用けて 8 ツトして、、 d <1、)

完令に/"i h ツトできな U ため始、i手を行怠フ r，0 !t判すJI1. a .tt. iJT詑 /-1: p;イ才ン手HJ， f令
官。

イ方会まy:タ司いす此日晶、、 t 主 s" l' よ a jヨ 保 て 品 3から p 計政 '.i1J寺音機止す l，1}:零I古

(1:、、'

得'1'"尺!.-:;jとをすで. 1: i及号 '1 ，n た ('1'1.， OJ;草花:町 t基タのI.~ JとL あわ喧て l司{:手す。 IID司

7。ロット同昏号 lゴ ι言己目試什の，f号て"め， o こ、ぐ Eほ(，凡，-n君l/A::・(:1:つ吃 t専ら点た 4
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ので・あり p I'lt I乍 によのて符られ 7モニLのであ a0 

'l'o 

:1'十

20 

8][ 
F E ?n ，.. 

州、

E 主 I I 

lE +JJ3Z 1， ， fh 22 げn 

71 

61> 60S>  SO 'IS X 10
1
3 S~C-' 

一一一歩[Co(NH，J
5
XJの.Jl:1 .J).弘苧。泳動扶(絡主的

11] j ~ BH sかのよ j (: J 1 r珂 J喜呆'!: (n， O) 及 A'/ミよ ;$，1.吾呆 E ぱえ 14-(: ;J;' "τ 向L"よ

うな lt安向をふして、、 a0 しがしアコ錯場の場合ぱ l ヤ町が口ば例 Pト~!7にか rr 9久 JiJ: 1~ ~ 

Zミしてい奇。 まれ I'下の歩.$;，4-"は面~ ~主再自内日入;， :b;丈 9すナ主努幸7司事1)1;;-1;1: ， I司 -f盈類司タ P ゲ・

ツト重苦ふ f二つ、、"(Ij:， (れ，O) lj.._ !( . .:J町場4-よ 9 ~，戸時え I~ イ~い佐官ゑ L てい ã 0 

事草案内体転移 l'伴って放fj!す IIL ~ 1..1-"(< '"エネルギ- ，古 lf? 36 keν t・ノとの照的 ~Jj~

エ;fJレギ- /，立 ，1';; 0.0え ev(ごすき‘ない。こ d> 1直，j:4G今1喜令のエキルギ'ー日比してがなり小才

いのて・¥主誌のよ F丘北参ば RiHL< (: {すう方正予吟 E術文・ 0>t.1J系((例.;r) 友 4己・の場令 l'~え

+れ n'(は右えられた"。 -roもル珂 17 の場令 I亡 l古内好転 J袋ノ宥ラ中;t-ジェ雪テ〆J支出

ぎれて手均そえ?の正 常完?を考古.~こど訂正" ~れてい}.手えって1:.えのよ主な IT /: 1宇うノT、

ザト 7 トム』えたば，む L ろ 4右手的口畠く府主f_ rJIL~ 仮J! .0，4 府与す J~えたど L ぺ考え 3 ぺ f

ぐあらう。

Z史4主，ジアシドt:'ス工手レンジ'アミンフハ 1レ J- (/11)鍔漫に rフ“ぺ f司tfftな究蛾奇行 i.つ

吐い事。

久紘 1) N. Sai[o J T. To叩 ;najι md  H. 5MLD 》 ctl町η • Effect孟 NucL. 

T/l.1l町fOl"m・J ryOC. SJ"mf'吋-p/l.(}..5ue J .!..!企21，f41

Z】 N. Saito ， T. To相 i杭a.3a. a負A ・H， 5a吐 0 ， s"，ll. Chel11. SOC. J，乱po-γL， 
3.)"， ι3 (lqらz)
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3831 

1. 目的

コバルト錯温にあける反5北現象 く実 iト幸瓦)

手ト蕗i訪 o:fr)lJ氏易 佐野T与告人良久理

コベルト錯温に無中"生手 tあてて生点する 60Lotj約4-00εv町長跳エネ Jl..-ギ-u_て1じ掌

結令を切リ結晶作にとびf三すが:l.車三年合会1牛の下では品結やLZもとの錆iXンij下る。

本報告?、 ~jへ寺寸アン 3 ン錯温での宍駿虫色来左中 I~I二二の再結令過程 z.， d)問題点、E按討し

r-::い。

JI.実，険

室~.(中，J対照射し f二試朴についてみヰ皇会i牛ての品忠告会のi主主á. ~繰抽出ね「二 IJ1 大ン
え捜本 l二Jフて*'め f二。

JIL.結果と桧討

メテJt、lシ!A此三オLr二コバルト号、何失i主距髄1，1数イ号、吾問3E髄刊は 1)と考えられ 1r:.そ

の周囲の結晶の面的 1J--;t-:i-I二知的となって L、ることが主主れ7.1.J¥.g 0 2) L止めて 60(0

め刷、古令I二1.;1:i) アンモニアdトミ子 ß'-Ì広f丈l 二よ~， 60 Coのj司副にliiIE.1主する tJ'; i) 60 CO!Jくもとの宝

1主に紘萩LZもどるかの過J11r'-槌_f.Ci>る。 Jr二瓦此3れ「亡 60Co易、手IJ失i主し t-:j矢IJt 2 

.1 r-:'I.;t t 3 i両のイ才ンとをフていると偲1t<.~ 11.る。占)L r亡がフてごオL1Jく(0(111)η錯Ltゾ

と古る kめには篭手の授受 t含む iii)電イチ杖鮭、のJjt，jJ';:弘暑で品品。 ((0(巴n)3)Cbての 60Coの

典結令の際の見排Ijの渚J位化エネ I!.，-千一 IJ約 Ibkctl.lてあフ f二が、ごの1岨は水会?夜中での

((0 (en)3)2十己 (CO(en)3F十闘の電吾攻受反応、の鴻/~主化エネ Jレ干一約 15kco.I 鳴と l司宇政であり、

立正面L1.主手の銘萩ρ辺り困難と足、われる(Co(en)3)C 13のIj)1Jく〔仁o(NH3)6) C 131うも μLO

の再結令退友が久FいDく、これは電ふ綬jえの本易三と一弘することがらこの iii)の過JljJy't宇
述荻F昔fめる可能，位も考えられる。実，較のノ結果、中ノ|生手照射Lt-:. ((o(Nけョ)ι)(N03hの6OCO

の典絡会IJ空気J中Z'iJl4-0'C以下τ、は泊め Z主互いが、一気丘町アンモニア気中Z"IJ78とて
か年うのi土れ・進行するごとが見~5 klJ::.o (仁o(εη)3)CN03)3でもエナレンジアミンの菜、

気中ては 78CI二あ・いて 60らの瓦桔令gく促進さオLること E安bフk。立 f-:.-15. やCOd:ト Lー

すーとして含Lコパルい、らやALk C'*'CoCN出)6)(N0.3)3にI08r-lAqの電手線照射主体識

で行い、その約10%!_ Aト解3ぞ「こものの 7tcての再絡会退去，.;1猛1じ鈎の方17"::IJるかにλF
いことがjf:...:オLf-::.。

以ょの結某刀、ら二れらの錯換て‘の品。Cof/J鼻持会の偉辻j幻皆IJi)O)配1主ミチの拡張品立にJうる

t-;考えられる。ま「二 107r-o.dの電吾線J事、身才l三J フτも再結舎が徒進コオl(-:ことから踊E IÌi~ト lま
単に diSO叶叶 30neの作郎正'1'r~- <結晶件却1:坊~i rl1ndorn 1こ動l:li60 亡。と ，t~.{トすると足、われ
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ゐ.

υ こr.B. Q-'，bson et 0..1， P~S. R.εv.，目立， 122q (1%0) 

2) み品、手1・J.j克野、葬 12四倍塩化ま討裕令請項 (1q{，2) 

3) 仕.K.W巳rth巴im，J.Chem.Phys. U， b87 (， Qbl) 
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3832 
63

Cは(九，zJL紙、ゆn瓦蹴呆ー銅71ロLア=ン

来久 rfィ仁 宥 dZィt);争 主F.D.，カ 。菅野与

金司Jlロ>-{ニン1t十ノ位争にて照射し、 53d":rcl -Cha.lrn己防長舟 U-rフ「二僚の瓦3拭T-!に

つい"(1.;)". すでにタまえ萩{i~-\;A\(いるが、 63CU (n， 2.'1) ':lCu反応‘の場イトについ (I.;)":f正報告

Jヰ'¥.tいない.二の実股τ、1;1. 14: I Mev町中JはJ与えτタ司77ロシアニンの見号、射主 itい 結

晶形ゃ，~t!tt通」支の-iIL1.ぷレアンション (retε円tio 円)1τRI~fす長 ~J:" づいて 1受討し「二 e

'1 
-
ゲヮい二用レ、「二斜7J口Lアニン'.17 J l::lユトリ Jレと飼掛川会点 LT-: が.一却η

文軟τIjfI?販みも 1丈j判Lr~. その持事LJ ，;q裏札厳に港刀、 L t多量m水て希紋し‘再認さ'ctる

えi;A~とフ「二 σ この 4 うにし t 得られる銅71 ロシアユンの結晶彩 IJ d..形(m己 弘 山ble.ιm)

である .β 彰 Cstιbletwm) J.;t J.彩色ト Jレエン中 r.fi.移さぜ Z得られ「亡。主A拘t1).，t品名1.1、

えト完dト.+Ff.:tZA才iも1-:J う主択する1k:tìO)半 5麻酔則えなどに J う，ま「二結晶形の，j，j~tIJ-{、外

スぺ7トlレ， X J?~λ て 7 ト lレ、 Ji r;.示1完投ふ折でゐ二会っ「亡。

ss.A才Ij3H (d ， 門)'1-け巳反応、で I JI...I ト1 e. v の中，}i~子乳(，，-， 1 O~/Aec.)を主1 すホ性J--16主張宜主
1史用 L.読料約400町3-d:. J 5".-;げ~照Aれて k r~' ちに 20ml の渡札厳によ本刀、し、一却主とつ
Z 放射íi~ ~没収 Lιー残? .t i令水てキ荻LZ.伺7Jb3.-アニン Lit厳，¥'¥t.. 12;良ι小触し

て放射能ι刻え L-Z レデシション~ jミめれ。 1氏五PL1ttIS試梓1戎j本室主沖 l乙入れ{lj {iマ

k.実，駿:結果の字的l，AjJ.び楳-f焔At下ikに示す。汐フコ咋ぽ実駿回荻CJi， る.;t{J!-t能の

3別えはすべてヲエルJ1 J' シシテレーション刀 7ンl-r半減期け.8問 i円・)の 4九.)}告に

わTニヲ z1'1なヲ T二。

主主 F四 羽生 H旬、射過度 レテ〉ション(/.}I

。」 骨多 yoom temf' 13.1 i 1.7 くω

。l 苦手 li.，... tV，_ t，酬p. 1斗.5"1. 1.3 (吟

;3 イf手 roorn t己 附R ユb.!;す1.1(斗J

一一
β 刊を I :~v. N.. te...p. ユ4.3 t .2.8ι5") 

ゑ中共彩主用 L、液体室長宇 τjす在つ k矢較はなb少し按討の余地があるが、思射通」支

の1.--1ンション1-::'，&If1弟等1.1ノ)、3いと足、ゎ4'-る。結晶みの-tlLit_q<レテンション1::λ き〈

影響することほこの結果ょう明らがf‘ある e なゐ .b3Cv. (n， 2'1) G2Cu.瓦iI¥:_‘ 01 t易イると比車えす

るkめμCt.tCn， r)雌
Cu瓦応、の場，111:'ついても宍吹いすい お臼失に落かす才法と早革 l二」

る小品庄うえでレテンションE本め k。その結果につい Zもす反圭する。
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3833 

〔目的〕

ニッケ Jレ錯塩のホットアトム化学(第一報)

本原 研
林京大・理・化学

柴田長夫干 o藤永太一郎林

吉原賢二本 寒竹嘉彦梓

核変換の化学的効果については近年数多くの 研 究 が な さ れ ， ま と ま っ た 成 果 が あ げ ら

れつ ιある。とくに原 子 炉 の 熱 中 性 子 を 利 用 する(n ， r) 反応の結果生じるホット・ア

トムに つい ての 研究が詳細におとなわれているが， LINACなどの r線を利用する核反

応の結果生じるホット・アトムについては比較的研 究例 が少 ない 。ま たコ パノ レト 錯塩 のホ

ット .アトム化学については多数の研究者により ま と ま っ た 研 究 が お こ な わ れ て い る が ，

ニッケル錯塩については二.三の簡単なデータを除いては，まったく研究がおこなわれて

いない。こうゅう見地から演者らは L 1 N A Cの r線により印Ni(r ， n)57Ni， および

同時に 58N i( r ， p /7 C 0の反応をおこないうることに着目して，ニッケル錯塩について

核変換の化学的効果の 研究をはじめた。とれは 57Ni反跳原子の挙動をしらべる点で興味が

あるばかりでなく 57CO反銚原子のニッケル錯塩 中 で の 挙 動 が 問 題 に な り ， 従 来 よ く 研 究

されてきた，コパノレト錯塩中でのコパJレト反跳原子の挙動と比較出来る点で非常に重要で

ある。本報においては potassiUIli tetracyanonicke1ate K2 [Ni (C N)4)を L 1 N A C 

の I線により照射して生成する 57Niお よ び 57Coの化学形分布およびアニーリジグ効果など

についてしらべた。

〔方法〕

実験に使用した potassium tetracyanonicke1ateは文献により合成し，再結晶して

精製し た も の で あ る。(中性ではNi叶と [Ni(CN)4J2ーとの交換反応はほとんど起らなノ

いことが確かめられている。〕

r線源としては日本原子力研究所の LIN ACからの制動放射線を用いた。 r線の最

大エネノレギーは 2 0 MeVで照射条件はできるだけ一定になるようにつとめた。照射する試

料は約 1g をポリエチレシのカプセノレにつめ発泡スチローノレにより断熱した容器中でドラ

イアイス・エタノーノレで冷却し 5~ 6 0分 r線照射を行なった。 Niを I線で照射して得ら

れる核種は日NiCr ， n)57Ni C半減期 3 6時間)， 58NiC r ， p )57CO C半減期 270日〕

でそ のほかに 64NiCr ，n)63Ni C半減期 8 0年) ， 回 Ni C r ， n )
59N i (半減期 8X 104 

年 )，あるいは 61Ni C r ， p)印CO C半減期 5.3年) ， 回NiCr ，p)
61CO C半減期 1.6時

間〕等が生成することが考えられるが，照射試料の f線スベクトロメトリーにより 58NiCr， 

n)訂 Ni ， 及び 58Ni( r ， p )57CO反応のみが関題になることが確かめられた。又 r線に

よる C ， N 等にもとずく反応も問題にならないことが判明した。なお r線の測定には

Ba i rd-Atomi c 社製 20チヤジネル r線スベク トロメーターを用いた。

核変換によって生ずる低学穏の分離についてはロ紙電気泳動法，イオシ交換法を用い
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て検討した。ロ紙電気泳動法による 57Niの化学形の分離には o. 0 1 N - ammo n i um 

a c e t a t e (pH 6 ~ 7 )を電解液として用いるのが最も適当であった。 5 0 X 2 cm のロ紙

( T 0 Y 0 ， No 5 3 )，電圧 1，500 V， 電流 2~ 5 mA，泳動時間 30 ~ 6 0分の条件で泳

動をおとなった。

イオシ交換法では陰イオシ交換樹脂 Daiaion S A 1 0 0 (1 0 0 ~ 2 0 0メツ V ユ〕

カラム("1 cm世X 10 cm) を用いた。陰イオジ・フラク V ヨジに対して溶離液は水， 0.25 

N -K N 0 3' o. 5 N -K N 0 3' 1 N -H N 0 3' 7. 5 N -H N 03， 1 0 N -H N 0 3の順

に流した。

〔結果〕

(1) 57Niの化学形分布: 5BNi (r " n) 57Ni反応、により生成した K2( Ni (C N) 4 J中の 57Ni

の化学形をロ紙電気泳動法により検討した。Ni2+， (Ni (C N) 4 Jトのピークが認められ

るほか，原点のピークおよび原点と(Ni (C N) d2
-のピ クの関にピークが認められる。

これらは(Ni (C N) 2 (H 2 0) 2 Jあるいは(Ni (C N) 3 H 2 0 Jーのどとき化学積であると考え

られるがなお検討中である。

(幼 57Niのアニーリジグ: 58Ni (r ， n )57N i 反応により生成した K2(Ni (C N)， J中の

町 Niの Pテシジヨシについて熱によるアニーリシグを調べた結果を Fig.lに示す。これは

従来知られている反跳原子のアニーリシグと比べてずっと低温でも進行する点で興味深い

事実である e ドライアイス温度でさえもア ニーリシグの進行が認められた。

(3) 訂 Co反跳 原 子 の 化 学 形 分 布 : 58Ni (r， p) 57CO反応あるいは 5BNi(r ， p )57Ni 乏土→

57COの過程に より K2(Ni(CN)4 J中に生じ た 57Coの化学形分布をイオシ交換法により検討

(が
10C 

50 

。

Fig.工 3ffectof thermal 8l1nealing 

unon re七ention

16
0
0 

メー

ー7800 苔

工0 20 (hr.) 
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した。 (Ni(CN) 4 J2ーが 0.5N -KN03で溶離され

たのち ，5 N -HNO 3溶離フラク νョγに 57Co 

の主なピークがあり，また小部分のー 57Coは 10N

-HN03溶離フラクジヨシにあらわれるととが

確認された。 5N -HNO 3溶離フラク νヨシは

(Co (C N)5 H20rあるいは (Co( C N)， (H20)2Jー

のごとき化学種と考えられる。 10 N-HN03溶

離フラク γ ヨジは (Co (CN)6 J3ーと考えられる。

樹脂を通過する 57Co2十は非常にわずかのパーセ

ジテージを占めるにすぎない。
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〔目的〕

フタロシアt ニ Y 銅の ホ ッ トアトム効果 Kついて(続報)

α型なよび 8型のフタロシアエン銅のサーマノレアニーリング

日本原子力研究所 0 海老原 寛，吉原賢二

固体のホットアトム化学(!c;J:，'いて Fーグツトの 結晶形が結果 K及ぼす影響 Kついてはどぐわず品・

しか研究されていな い 。 Cookはフ タ ロ シ ア ニ ン 銅 tてついて α型と β型の結晶のリテンシヨ Y値(以

下 R と略す)が著るし〈具るととを最初 K見出した。しかし彼の報告では照射条件や annら aに v 乙

の効果 Kついては研究されて b ら ず ， 分 離 法 も anneaユ工ng の研究 Kは適切なものでは左かフた。

結晶形が反跳原子の 再結合の過程 K どの様な影響を 及 ぼ す か は 非 常 K重要なととと恩われるので p

今回の報告では前回(日本化学会赤16年会)(!cひき続き(n， T )反応 b よび(T， n )反応 Vてつ h て

α型 b よび β型のフタロシアニ Y 銅のホットアトム効果 Kついて研究した。と〈に照射中のと---日ユ-

ing ;J:，'よび照射後の熱 tてよる anneal工ng (!Cついて反跳原子の再結合の過程を調べるととを目白と

した。

〔方法)

α型:J:，'よび β型のフタロシアニ Y 銅をターグツト と し て ， 原 子 炉 K よる熱中性子を照射して 63つd

(n， T )64CU反応を起させるか，または線型加速器κよる 20MeV.の T線を照射して 65ワユ(T，二)

64口u反応を起させて生成する 64cu (!C着目する。

照射条件の結果 K対する影響が β型(!C;J:，'いて特に大きいので thermal annealingの実験で:ま詔

射条件がよび分離法を 一 定 V亡する ζ とK留意した。す左わら照射温度は全てドライアイ 1 温度

(一 78'C) で行左い，照射、時間は 5分間 ， 分 離 法 は o '8 の E硫荒酸(!C亡溶解し銅担体を含む氷の中へ fi~ 舛

を注ぎ 込 み 沈 澱 を 作る。とれをロ過して沈澱の全部及び口被の一部または濃縮して全部をと iJ'訟

分型シンテレ シヨンカウ;/3'ーで 64口uの放射能を調IJ]?Rを算出する。 Anneaユlng の温度は，

O'C (氷水)， 40・C('t亘温槽)， 87・2・C (トリクロロエテレ y 浴)， 139.1・C (キシレン浴) ， 

197. RS'C (エチレングリコ ノレ浴) ， 300・C (電気炉)等 Kついてそれぞれ24時間前後 anr;8alを

行った。

〔結果〕

(1 ) 照射中の annealing

Thermal ann eaユingの時間口の時の R

の f直(Ro)は Table1 (!C示すよう K ドライア

イス温度照射では， (n， T)反応会よび

( T， n)反応のいずれも α裂については

6 係 ， s型『てついては 23・5%とま D核反

応の差すなわら反跳エネノレギーの差 K よ

るRoへの影響は認められ在い。また α重量

Reaction 

(n， T) 

(n， T) 

(T， n) 

(T， n) 
」ー一一ーーー
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Talコユe1. Initial retention va工ue

工rradiaもl0n R 0 (骨)

七empera七ure αform 自-form

Reactor temp. 6.2:!: 0 . 2 39.6::!:O.G 

Dry ice七emp. 6. 1 ::!: 0 . 1 23.5::!:O.， 
Room t団np. 6.6士 0・1 64.8土 O.，1 

Dry ice temp. 6.2:!: 0.1 23.6::!:O.6 



では(n， r )反応、なよぴ(r， n) 反応のいずれ(1[;1;'いてもドライアイ 1 温度での照射と，それよ b

高い温受で照射した場合とではR日はほとんど変 らず 6 %程度である。ととろが β型では照射中の温

度が Ro(1[大きな影響を及ぼすととがわかる。す左わち H型は温度の条件 K対 し て 鋭 敏 で あ る 。

Annealing の実験(1[;1;，いては annealing 温度を指定するほか K照射条件(特 K温度)を指定す

るととが不可欠 K まる。

.(2) post thermal 'annea工ing

α型事、よび β型 の フ タ ロ シ ア ニ Y 銅(1[

コいて，(n， r )反応かよび(r， n )反

応後の thermaユannealingをそれぞれの

場合 tてついて行左った結果を Fig・1;1;' 

よび Fig.2 (1[示す。

こ れ ら の 工sothermalannealing curve か

ら定性的(1[いえるととは;(i)β 型(1[;1;' 

ける annealing の進行状態は α型(1[;I;~ 

応

け

は

反

b

れ
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κ
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い
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け

(

K

る annealing は α型よ bも，みかけ上

一定の値 (R∞と す る )(1[早〈到達する

傾向がある。 (iii)( n， r)反応と (r，n) 

反応 K よって生成し た反 跳原 子の

叩 nealing (I[:;Tける行動は傾向として

は大体類似している。(iv)R の増加量

R∞-Ro (1[ついてみると，温度範囲が O。

- 200・Cの間では増加は非常 K ゆるいが，

250・0 を越えると増加率が急激 K 増大す Z

(3) Anneaユing kinetiσs 

Fig.l. 工sother担 alan且ea工ingcurves of recoil 64Cu-atoms 
produced by 6 5CU (ヤ， n)6 4CU reaction in a-and s-
copper悼 thalOcy血 lne
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ann8a工工百g のメカニズム Kついてはいくつかの過程が推定されるが， ζ れら Kついては実験デー

F と照合してまがら検討中である。

附 戸
」

d

一=ロ

本討論会を開催するにるたれ下記各社より御援助をいただきましたζ とを深〈感

謝致します。

(五十音順)

神 戸 工 業 株 式会社

東芝放射線株式会社

日製産業株式 会 社

日本無線医理学研 究 所
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